
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   技術的条件集別表 ３．１ 
 

ＭＴＰ仕様（信号用ＡＴＭインタフェース） 
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技術的条件集別表 3.1（ＭＴＰ仕様（ＡＴＭインタフェース））の記述に関する留意事項 

 

 

Ⅰ．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。 

 

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数（制定日） 

ＪＴ－Ｇ７０７ 第５版（２００１年４月１９日） 

ＪＴ－Ｇ９５７ 第３版（２００１年４月１９日） 

ＪＴ－Ｉ３５６ 第２版（２０００年１１月３０日） 

ＪＴ－Ｉ３６１ 第４版（１９９９年１１月２５日） 

ＪＴ－Ｉ４３２.３ 第２版（２０００年４月２０日） 

ＪＴ－Ｉ６１０ 第４版（２０００年１１月３０日） 

ＪＴ－Ｇ７８３ 第３版（２００１年４月１９日） 

ＪＴ－Ｉ３７１ 第２版（２００１年４月１９日） 

 

ＪＴ－Ｉ４３２.１ 第２版（２０００年４月２０日） 

ＮＴＴ－Ｉ３６３.５ ＪＴ－Ｉ３６３.５ 第１版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ２１１０ ※ ＪＴ－Ｑ２１１０ 第１.１版（１９９６年２月６日） 

ＮＴＴ－Ｑ２１４０ ※ ＪＴ－Ｑ２１４０ 第１版（１９９５年４月２７日） 

ＮＴＴ－Ｑ２１４４ ※ ＪＴ－Ｑ２１４４ 第１版（１９９６年１１月２７日） 

ＮＴＴ－Ｑ２２１０ ※ ＪＴ－Ｑ２２１０ 第１版（１９９６年４月２４日） 

※本標準で参照しているＪＴ－Ｑ７０１、ＪＴ－Ｑ７０３、ＪＴ－Ｑ７０４、ＪＴ－Ｑ７０７に

ついては、技術的条件集別表３「ＭＴＰ仕様」を参照のこと。 

 

Ⅱ．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。  
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１． インタフェース規定点 

 本インタフェース条件を規定するポイントは図 1.1 のとおりである。当社信号用中継交換機（ＳＴＰ）

と他事業者とは、インタフェース点でＡＴＭ方式のＶＰ（Ｖｉｒｔｕａｌ Ｐａｔｈ）で接続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     S-POI:信号網相互接続点（Point of Interface for Signalling Network） 

 

図 1.1 本インタフェース条件を規定するポイント 

 

 

２． 物理的条件 

 技術的条件集別表６「伝送装置間インタフェース仕様」または技術的条件集別表 6.1「伝送装置間インタ

フェース仕様（新ＳＤＨ）」を参照すること。 

 

 

３． 光学的条件 

 技術的条件集別表６「伝送装置間インタフェース仕様」または技術的条件集別表 6.1「伝送装置間インタ

フェース仕様（新ＳＤＨ）」を参照すること。 

 

  

４． ＳＤＨ論理的条件 

 技術的条件集別表６「伝送装置間インタフェース仕様」または技術的条件集別表 6.1「伝送装置間インタ

フェース仕様（新ＳＤＨ）」を参照すること。 

 

 

５． ＡＴＭセルのバーチャルコンテナ（ＶＣ）へのマッピング 

 

5.1  ＶＣ－４／ＶＣ－３へのマッピング 

 

5.1.1 ＡＴＭセルのＶＣ－４／ＶＣ－３へのマッピング 

 ＡＴＭセルのＶＣ－４／ＶＣ－３へのマッピングはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠する。 

 

5.1.2 ＡＴＭレイヤ物理条件 

 ＡＴＭレイヤ物理条件については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４ ３２.１

の規定に従う。 

S T P S T P 相 当 装 置 
S - P O I

● ●A T M V P C 
● ：終 端 点 
＊ ：TT C 標 準 J T - G 7 0 7に準拠したSD H 終端装置が設置される場 合 が あ る 

＊ ＊

当 社区間 他事業者区間 
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5.1.2.1 ＨＥＣ規定 

 ＨＥＣ規定を表５.１、表５.２に示す。 

表 5.1  ＨＥＣ送信側規定 

項目 内容 

誤り訂正／検出符号 生成多項式 X8+X2+X+１ の CRC-8 を用いる。 

ＨＥＣ生成法＊ 

以下の手順で HEC フィールドを生成する。 

セルのヘッダ 4byte(VPI,VCI,PTI,CLP)を、伝送順の先頭を最高次として多項式表現する。

上記多項式に X8をかける。 

生成多項式 X8+X2+X+1 で割り、余りの多項式を求める。 

余りの多項式の係数(1byte)に”01010101”を mod2 で加算し,結果を HEC フィールドに収容す

る. 

＊上記ＨＥＣ生成法と同等の結果が得られる方法を用いてもよい。 

 

表 5.2  ＨＥＣ受信側規定 

項目 内容 

誤り訂正／検出符号 生成多項式 X8+X2+X+１ の CRC-8 を用いる 

シンドローム演算法* 

以下の手順でシンドロームを求める。 

セルヘッダの中の HEC フィールドに”01010101”を mod2 で加算（コセット処理）。 

コセット処理をしたヘッダ(5byte)を、伝送順の先頭を最高次として多項式表現する。

上記多項式を生成多項式 X8+X2+X+１で割った余りを求める。 

上記余りの多項式の係数(1byte)をシンドロームとする。 

モード遷移 図 5.1 に基づいて誤り訂正モードと誤り検出モードの遷移を行う。 

誤り訂正モードでの動作 図 5.2 のフローチャートに基づき、ヘッダの誤りを処理する。 

＊上記シンドローム演算法と同等の結果が得られる方法を用いてもよい。 

 

誤り訂正／検出モード状態遷移を図５.１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 5.1 ＨＥＣ:受信側の動作モード 

 

 

 

 

 訂正モード 

複数bit誤り検出

（セル廃棄）

誤り非検出

(無動作)

１bit誤り検出 
(訂正) 

誤り非検出 
(無動作) 

誤り検出

(セル廃棄)

検出モード 
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誤り処理方法を図５.２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2  ＡＴＭセルヘッダ誤り時の動作 

 

5.1.2.2  セル同期 

  主要諸元を表５.３に示す。 

表 5.3  ＨＥＣセル同期主要諸元 

項目 内容 

セル同期方式 HEC のみを用いた同期方式 

ハンチング状態から前同期状態への遷移 
正しいHECを持つセルを1セル受信することにより前同

期状態へ遷移 

前同期状態から同期状態への遷移 β回連続正しい HEC を受信 

同期状態からハンチング状態への遷移 α回連続誤った HEC を受信 

（注）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１ではＳＤＨベース物理レイヤとして、α＝７、β＝６が提案されてい

るとしている。 

 

ハンチング方法は、下記の方法による。 

（１）受信したデータでＨＥＣを計算する。 

（２）計算結果が正しい場合は前同期状態に遷移する。 

（３）計算結果が誤っていた場合はデータを 1バイトシフトさせてＨＥＣの計算を行う。 

    なお、ハンチング方法として上記方法と同等の時間で同期復帰する方法を用いてもよい。 

 

有効セル 

正しいセル 

(意図したサービス) 

廃棄セル 

yes no

意図したヘッ

ダに復元？ 

訂正可能？ 

訂正
モード？

許容される

ヘッダ？ 

検出

no 

通常ATMレイヤによって実行される機能 

誤りのないヘッダを

有する入力セル 

誤りの生じたヘッダを有

する入力セル 

yes no
no 

yes
許容される

ヘッダ？ 

yes 

no 

有効セル 

誤りのあるヘッダ 

(意図しないサービス)

誤り検出 
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状態遷移図を図５.３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 受信側状態遷移図 

 

 

5.1.2.3  スクランブラ動作 

 ＶＣ－３、ＶＣ－４においてはスクランブラ／デスクランブラを使用する。（ＶＣ－１１（バイト同期 

１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリ）ではスクランブラ／デスクランブラを使用しない。) 

 

  主要諸元を表５.４に示す。 

表 5.4 スクランブラ／デスクランブラ主要諸元 

項目 内容 

スクランブラ範囲 ヘッダ（5バイト）を除く 48 バイトの情報フィールドのみランダム化する 

生成多項式 X43＋１ 

同期形式 自己同期方式 

動作条件 セル同期においてハンチング状態は、デスクランブラ動作を禁止する 

 

5.1.2.4 空きセル 

 空きセル識別のためのヘッダパターンを表５.５に示す。 

 

表 5.5 空きセル識別のためのヘッダパターン 

 オクテット１ オクテット２ オクテット３ オクテット４ オクテット５ 

ヘッダパターン 00000000 00000000 00000000 00000001 HEC=01010010 

（注）情報フィールドの内用は“０１１０１０１０”の４８回繰り返しである。 

ビット毎 

ハンチング

α回連続の 

ＨＥＣ誤り 

正しいＨＥＣ 

前同期 
ＨＥＣ誤り

セル毎 

同期 

β回連続の 

正しいＨＥＣ 

セル毎 
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5.1.2.5 Ｃ－４／Ｃ－３へのマッピング領域 

 ＡＴＭセルはＣ－４／Ｃ－３にバイト同期がとられた後マッピングされる。その後、Ｃ－４／Ｃ－３はＶ

Ｃ－４／ＶＣ－３ ＰＯＨと共にＶＣ－４／ＶＣ－３へマッピングされる。Ｃ－４／Ｃ－３の容量（２３４

０／７５６バイト）が、セル長（５３バイト）の整数倍でないことからセルはＣ－４／Ｃ－３のフレームを

またがってマッピングされる。マッピング方法を図５.４に示す。 

 

 

 

図 5.4 Ｃ－４／Ｃ－３へのＡＴＭセルマッピング 

 

 

5.2 ＶＣ－１１へのマッピング 

 

5.2.1  ＶＣ－１１へのマッピング  

 ＡＴＭセルのＶＣ－１１へのマッピングはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.８０

４の規定にしたがってＡＴＭセルを１５４４ｋｂｉｔ／ｓフレームにマッピングし、さらにＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｇ７０７に準拠し、バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリのＶＣ－１１にマッピングする。 

 

5.2.2 ＡＴＭレイヤ物理条件 

 ＡＴＭレイヤ物理条件については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠する。 

 

5.2.2.1 ＨＥＣ規定 

 ＨＥＣ処理については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１の規定

に従う。５.１.２.１参照。 

 

5.2.2.2 セル同期 

 セル同期については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１の規定に

従う。５.１.２.２参照。 

  

 

最大８VCC/VPC 

A T M セ  ル  

53バイト  

J 1 

B 3 

C 2 

G 1 

F 2 

H 4 

F 3 

K 3 

N 1 

VC-4/VC-3 

VC－ 4/VC－ 3 POH  
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5.2.2.3 スクランブラ動作 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＶＣ－１１（バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリ）

ではＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１で規定されるスクランブラ／デスクランブラを使用しない。 

 

5.2.2.4 空きセル 

 空きセル処理については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１の規

定に従う。 ５.１.２.４参照。 

 

5.2.3 １５４４ｋｂｉｔ／ｓフレームへのＡＴＭセルのマッピング 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.３に準拠し、ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.８０４の規定に従う。図５.５にマッピング方

法を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリのＶＣ－１１へのマッピング方法 

 バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリのＶＣ－１１へのマッピング方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ

７０７に準拠する。図５.６にＶＣ－１１ （バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリ）フレームフォ

ーマットを示す。表５.６に各オーバーヘッドの用途を示す。 

 

 

 

 

193bit/125μs

F

F

F

F

F

F

Header 

Header 

Header 

ATM cell  mapping field :24 octets (TS1～TS 24)

図5.5 １５４４ｋｂｉｔ／ｓフレームへのＡＴＭセルのマッピング 
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                   VC－11 

V5 

P1  P0  S1  S2  S3  S4  F  R 

ATM セル 

J2 

P1  P0  S1  S2  S3  S4  F  R 

ATM セル 

N2 

P1  P0  S1  S2  S3  S4  F  R 

ATM セル 

K4 

P1  P0  S1  S2  S3  S4  F  R 

ATM セル 

 

フレーム番号 n n+1 n+2 n+3 n+4 n+5 n+6 n+7 

Si ビットの使用

(i=1,2,3,4) 
Fs Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 X 

図 5.6  ＶＣ－１１ （バイト同期１５４４ｋｂｉｔ／ｓトリビュタリ）フレームフォーマット 

 

 

 

表 5.6 各オーバーヘッドの用途 

記号 用途 内容 

R 固定スタッフ 未使用（送信“1” 受信無視） 

F 
1.544Mbit/s トリビュタリフレ

ームビット 
未使用（送信不定 受信無視） 

P1, P0 シグナリング位相表示 未使用（送信不定 受信無視） 

Fs フレーム同期信号 0,1 交番  

Y1 ～Y6 シグナリング転送 未使用（送信不定 受信無視） 

X（S1） 対局 AIS 
1.5M 回線   正常時“１” 

          警報時“０” 

X（S2,S3,S4） 対局 AIS 未使用（送信不定 受信無視） 

 

 

 

 

 

 

 

＜125μs 

＜250μs 

＜375μs

＜500μs

＜0s

26 バイト 
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６． ＡＴＭレイヤ 

 

6.1 ＡＴＭレイヤ論理仕様 

 ＡＴＭレイヤ論理仕様は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に準拠する。 

 

6.1.1 セルフォーマット 

 セルフォーマットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に準拠する。セルフォーマットを図６.１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）バイト内の各ビットは８から減少する順序で送出する。 

（注２）バイトは１から増加する順序で送出する。 

 

図 6.1   ＡＴＭセルフォーマット 

 

 

6.1.2  セルヘッダのプリアサインド値 

   セルヘッダのプリアサインド値を表６.１に示す。これ以外の全ての値はＡＴＭレイヤで使用する。た

だし、物理レイヤＯＡＭセル、物理レイヤでの予約セル、無効セルはＵＰＣにて廃棄される。 

 

表 6.1   物理レイヤで使用されるセルヘッダのプリアサインド値 

セル種別 ｵｸﾃｯﾄ１ ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ３ ｵｸﾃｯﾄ 4 

空きセルの識別*１ 00000000 00000000 00000000 00000001 

8 7 6 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1 
V PI

V PI V C I 

V C I

V C I P TI C L P 

H EC

セ ル ヘ ッダ 

情 報 フ ィー ル ド 5 3 バ イ ト 

ビット( 送出順 )( 注 1 ) 

送
出
順

セ ル フ ォ ーマ ッ ト 

  
V P I 

  
  
V C I 

  
  
P TI 

  
  
C L P 

  
  
H E C 

：仮想パス識別子フィールド

 
：仮想チャネル識別子フィールド

 
：ペイロードタイプ識別子フィールド

：セル損失優先表示フィールド

 
：ヘッダ誤り制御フィールド

（
注
２
）

（5バイト） 

（ペイロード） 

（48 バイト） 
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物理ﾚｲﾔ用 OAM セル 00000000 00000000 00000000 00001001 

物理ﾚｲﾔでの使用の予約*2 PPPP0000 00000000 00000000 0000PPP1 

  *1：アイドルセルのインフォメーションフィールドには、”01101010”のパタンを 48 個挿入する。 

  *2：表中のパタン”PPP”は物理レイヤにおいて指定することを示す。 

 

6.1.3  ルーチング（ＶＰＩ/ＶＣＩ）フィールド 

 ルーチングビットは２８ビットで構成される。そのうち１２ビットが仮想パス識別子（ＶＰＩ）、１６ビ

ットが仮想チャネル識別子（ＶＣＩ）である。ＶＰＩ、ＶＣＩのプリアサインド組み合わせをＴＴＣ標準に

従い表６.２に示し、本サービスにおいてユーザの設定可能なＶＰＩ/ＶＣＩ値の範囲を表６.３に示す。 

 

 

表 6.2   ＶＰＩ、ＶＣＩ、ＰＴＩ、ＣＬＰのプリアサインド組み合わせ 

用途 VPI VCI（注６） PTI CLP 

アンアサインドセル 000000000000 00000000 00000000 任意値 0 

無効 0 以外の任意の VPI 値 00000000 00000000 任意値 Ｂ 

NNI シグナリング 

(ITU-T 勧告 I.311 参照) 
任意の VPI 値 00000000 00000101 0AA C 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ F4 ﾌﾛｰ OAM ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I610 参照) 
任意の VPI 値 

00000000 00000011 

(注 3) 
0A0 A 

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ F4 ﾌﾛｰ OAM ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I610 参照) 

任意の VPI 値 

 

00000000 00000100 

(注 3) 
0A0 A 

VP リソース管理ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I371 参照) 
任意の VPI 値 

00000000 00000110 

(注 7) (注 8) 
110 A 

将来の VP 機能の予約(注 4) 任意の VPI 値 
00000000 00000111 

(注 8) 
0AA A 

将来の機能の予約(注 5) 任意の VPI 値 
00000000 000SSSSS 

(注 1) (注 8) 
0AA A 

プライベートネットワークで使

用するために予約（注９） 
規定しない 

00000000 000TTTTT 

(注 2) 
0AA 

規定し

ない 

将来の機能の予約(注 5) 任意の VPI 値 
00000000 000UUUUU 

(注 2) 
0AA A 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ F5 ﾌﾛｰ OAM ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I610 参照) 
任意の VPI 値 

00000000 00000000 

以外の任意の VCI 値 
100 A 

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ F5 ﾌﾛｰ OAM ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I610 参照) 
任意の VPI 値 

00000000 00000000 

以外の任意の VCI 値 
101 A 

VC ﾘｿｰｽ管理ｾﾙ 

(TTC 標準 JT-I371 参照) 
任意の VPI 値 

00000000 00000000 

00000000 00000110 

以外の任意の VCI 値 

110 A 

将来の VC 機能の予約(注 6) 任意の VPI 値 
00000000 00000000 

以外の任意の値 
111 A 

Ａ：”0”または”1”であり ATM レイヤ機能固有の使用に有効。 

Ｂ：任意の値 

Ｃ：発側のエンティティは、CLP ビットを”0”に設定すること。この値は、網により変更されることもあり

得る。(TTC 標準 JT-I371 の 2.3.1 節参照) 

 

（注１）SSSSS：01000 から 01111 の任意の VCI 値。 

（注２）TTTTT：10000 から 10101 の任意の VCI 値。UUUUU：10110 から 11111 の任意の VCI 値。 

（注３）透過性は、ユーザ端末間における F4 フローOAM に対し保証されない。 

（注４）PTI 値”111” が VC の機能のために予約されるのと同様に、VP の機能のために予約される。 

（注５）将来の特定の機能の標準化のために予約される。 
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（注６）VCI 値が 1，2，5，16 から 31、31 より大きいセルは VP－OAM 機能によりモニタされる。 

他の VCI 値のセルは、VP－OAM 機能によりモニタされない。(TTC 標準 JT-I610 参照)。 

 特定の VCI 値のセルが VPC のエンドポイント間でトランスペアレントに運ばれるかどうかは、TTC

標準 JT-I150 の 3.1.4.1e 節の記述による。 

（注７）VP リソース管理セルは、PTI フィールドの値に関係なくこの VCI 値により識別される。 

（注８）透過性は保証されない。 

（注９）このＶＣＩのグループの保守および割り当てを行う予定はない。 

 

表 6.3   本インタフェース点で使用可能なＶＰＩ、ＶＣＩ 

VPI VCI 用途 

VC-11 使用時 

0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

： 

0 0 0 0  0 0 0 0 0 1 1 1 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 空きセル用(VPI=0) 

 0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 未使用(VPI>0) 

 

 

VC-3 及び VC-4 使用時 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 1

： 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 1 1 0

未使用 

(TTC 使用番号) 

0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

： 

0 0 0 0  1 1 1 1 1 1 1 1 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 1 1 1

： 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 1 1 1 1 1

未使用 

(TTC 予約番号) 

 

 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 1 0 0 0 0 0

： 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 1 1 1 1 1 1

MTP-3b 信号転送用 

 

0 0 0 0 0 0 0 0  0 1 0 0 0 0 0 0

： 

1 1 1 1 1 1 1 1  1 1 1 1 1 1 1 1

未使用 

 

  

6.2 ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能 

 ＡＴＭレイヤのＯＡＭ（運用保守）機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０に準拠する。 

 

6.2.1 ＯＡＭ機能概要 

 表６.４にＡＴＭレイヤＯＡＭ機能の概要を示す。 

 

表 6.4 ＡＴＭレイヤＯＡＭ機能概要 

OAM 機能 用途 本インタフェースにおける 

サポート 

故障管理機能 AIS ・順方向の故障表示 F4 エンドエンドフローのみ使用 

 RDI ・逆方向の故障表示 F4 エンドエンドフローのみ使用 

 コンテニュイテ

ィチェック 

・コンテニュイティのモニタリング 

 (オプション) 

使用しない 

 ループバック ・オンデマンドでの接続性のモニタリン

グ 

使用する 
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・故障点の特定 

・サービス開始前の接続確認 

性能管理機能 順方向性能モニ

タリング 

・性能評価 使用する 

 逆方向通知 ・逆方向への性能評価結果の報告 

 (オプション) 

 

起動/停止機能  ・性能モニタリングとコンテニュイ テ

ィチェックの起動/停止(オプション)

使用しない 

システム管理機能 ・エンドシステム間のみでの使用 

 (オプション) 

 

6.2.2 ＡＴＭレイヤのＯＡＭセルフォーマット 

 ＡＴＭレイヤＯＡＭセルは全てのＯＡＭセルに共通なフィールドと個々のＯＡＭセル特有の機能特有フ

ィールドで構成される。 

 

ＡＴＭセルフィールドは以下のフィールドを持つ。 

（１） ヘッダ：通常のセルフォーマットと同様。５.１章参照。 

（２） ＯＡＭセル種別（４ビット）：このフィールドで、このセルにより行われる管理機能を表示する。  

（３） ＯＡＭ機能種別（４ビット）：このフィールドは、ＯＡＭセル種別フィールドで示されたマネジメ

ント機能の中で具体的に実行される機能を示す。 

（４） 将来使用のための予備（６ビット）：使用しない。（ＡＬＬ“０”） 

（５） 誤り検出符号（１０ビット）：このフィールドはＯＡＭセルの情報フィールドに対して計算され

たＣＲＣ-１０誤り検出符号を格納する。 

                        Ｇ（Ｘ）=１+Ｘ+Ｘ４+Ｘ５+Ｘ９+Ｘ１０ 

図６.２にＯＡＭセル共通フォーマットを、表６.５にＯＡＭ種別識別子を示す。 

                                       

                                         OAM 情報フィールド 

ヘッダ 

OAM 

セル 

種別 

OAM 

機能 

種別 

機能特有フィールド 

予備フ

ィール

ド 

(全 0) 

誤り検出 

符号 

(CRC-10) 

5 オクテット ４ビット ４ビット 45 オクテット 6 ﾋﾞｯﾄ 10 ﾋﾞｯﾄ 

 

図 6.2  ＯＡＭセル共通フォーマット 

表 6.5  ＯＡＭ種別識別子 

OAM セル種別 ：コーディング OAM 機能種別 ：コーディング 

AIS ：0000 

RDI ：0001 

コンテニュイティチェック ：0100 

故障管理 ：0001 

ループバック ：1000 

順方向モニタ ：0000 性能管理 ：0010 

逆方向報告 ：0001 

性能モニタ ：0000 起動／停止 ：1000 

コンテニュイティチェック ：0001 

システム管理 ：1111 (注) 

  （注）：TTC 標準 JT-I610 及び ITU-T 勧告 I.610 では規定されない 
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6.2.3 故障管理機能 

 

6.2.3.1 ＡＩＳ/ＲＤＩ故障管理機能 

 本インタフェースでは、エンドエンドＦ４フローにおける故障表示機能を使用する。 

 

6.2.3.1.1 ＶＰ-ＡＩＳ機能概要 

 ＶＰ-ＡＩＳセルは、ＶＰレベルでＶＰＣ故障を検出したＶＰＣコネクティングポイントにおいて、故障

の影響を受けている全ての動作中のＶＰＣに対して、故障を通知するために生成され、下流方向へ送出さ

れる。 

 

 （１） ＶＰ-ＡＩＳセル生成条件 

 ＶＰ-ＡＩＳセルは、故障の検出後できるだけ早く生成、送出される。そして故障状態が継続してい

る間、ＶＰレベルのセル転送が中断していることを通知するために、周期的に送出される。ＶＰ-ＡＩ

Ｓセルの生成周期は、毎秒1秒程度とし、どのＶＰＣに対しても同様とする。ＶＰ-ＡＩＳセルの生成は、

故障(例えば、伝送パス－ＡＩＳ故障)が回復したら直ちに停止される。 

 

 （２） ＶＰ－ＡＩＳセル検出ポイント 

   ＶＰ－ＡＩＳセルはＶＰＣの受信側エンドポイントで検出される。 

 

 （３） ＶＰ－ＡＩＳ状態検出条件と解除条件 

   ＶＰＣエンドポイントにおいて、ＶＰ－ＡＩＳセルを受信するか、伝送パス－ＡＩＳ故障またはＶ

ＰＣ故障が検出されると、直ちにＶＰＣ－ＡＩＳ状態が宣言される。ＶＰ－ＡＩＳ状態は、ユーザセル

を受信した場合、エンド・エンドＶＰ－ＡＩＳセルが２．５±０．５秒間受信されなかった場合に解除

される。 

 

6.2.3.1.2 ＶＰ－ＲＤＩ機能概要 

 ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣエンドポイントにおいて、ＶＰ－ＡＩＳ状態になった場合直ちに対向する

エンドポイントに送出される。 

 

 （１）ＶＰ－ＲＤＩセル生成条件 

 ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰ－ＡＩＳ状態が継続している間、順方向のＶＰレベルでセル転送が中断し

ていることを逆方向へ通知するために、周期的に生成、送出される。ＶＰ－ＲＤＩセルの生成周期は、

毎秒 1秒程度とし、どのＶＰＣに対しても同様とする。ＶＰ－ＲＤＩセルの生成は、ＶＣ－ＡＩＳ状態

が解除されると直ちに停止される。 

 

 （２）ＶＰ－ＲＤＩセル検出ポイント 

 ＶＰ－ＲＤＩセルはＶＰＣエンドポイントで検出される。 

 

 （３）ＶＰ－ＲＤＩ状態検出条件と解除条件 

 ＶＰＣエンドポイントにおいて、ＶＰ－ＲＤＩセルを受信すると直ちにＶＰ－ＲＤＩ状態が宣言され

る。ＶＰ－ ＲＤＩ状態は、２.５±０.５秒の間、ＶＰＣエンドポイントにおいてＶＰ－ＲＤＩセルが

受信されなかった場合、解除される。 
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6.2.3.1.3 故障管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

 ＡＩＳ／ＲＤＩ故障管理セルの機能固有フィールドを図６.３に示す。 

 

故障種別 

(使用しない) 

故障箇所 

(使用しない) 

予備フィールド 

(6AH) 

1 オクテット 16 オクテット 28 オクテット 

図 6.3 ＡＩＳ／ＲＤＩ故障管理セルの固有フィールド 

 

6.2.3.2 ループバック 

 本インタフェースでは、ＶＰＣ及びＶＣＣにおけるＡＴＭレイヤループバック機能を使用する。 

 

6.2.3.2.1 ループバック機能概要 

 ＡＴＭレイヤループバック機能は、コネクションのサービスを中断することなく、管理情報をＶＰＣま

たはＶＣＣ上のある位置で挿入し、異なった位置で戻す(またはループバックする)ことを可能にする。こ

の機能は、ループバックＯＡＭセルをＶＰＣ／ＶＣＣ上の挿入可能なポイント(すなわち、エンドポイント

またはコネクティングポイント)から、他のセルに影響を与えないように挿入することで実現される。この

セルは下流方向のある地点においてループバックする。 

 

 あるＶＰＣ上において、連続的にループバックセルを送信する場合の送信間隔は５秒以上でなければな

らない。もしループバックセルを送信してから５秒以内に送信元に戻らない場合は、そのループバックは

失敗と見なされる。 

 

 物理レイヤではなく、ＡＴＭレイヤにおいてループバックが実行されたことを確認する方法は、ループ

バックポイントにおいて、ループバックセルの情報フィールド内の特定フィールド（ループバック表示フィ

ールド ６.２.３.２.２章参照）の書き換えを要求することによって実現される。 

 

 本インタフェースにおいては、ループバックセルは、当社設備及び他事業者設備から挿入され、Ｓ－Ｐ

ＯＩを通過後のＡＴＭノードにおいてループバックされる。 

 

6.2.3.2.2  ループバックＯＡＭセルの固有フィールド 

 ループバックＯＡＭセルの機能固有フィールドを図６.４に示す。各フィールドの内容を表６.６に示

す。 

 

 

ループバック表示 コリレーションタグ ソース ID 予備ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 予備ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

(0000000) 

0/1  

ループバックロケー

ション ID  (6AH) 

7 ビット 1 ビット 4オクテット 16 オクテット 16 オクテット 8 オクテット 

図 6.4  ループバックＯＡＭセルの固有フィールド 
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表 6.6 ループバックＯＡＭセルのセルフォーマット内容の説明 

フィールド名 長さ 内容 

ループバック表示 

 

1 オクテット 

 

本フィールドの最下位ビットは、既にループバックが実施され

ているかどうかをプール代数形式で表示する。本フィールドに

より ATM レイヤでループバックが実施されているかどうかを確

認する。本フィールドはソースポイントにおいて”00000001”に
コーディングする。ループバックポイントでは、”00000000”に
置き換える。 

コリレーションタグ 

 

4 オクテット 

 

送出したOAMセルと検出した OAM セルを関係づけるために使用

する。 

ループバックロケーシ

ョン ID 
16 オクテット ループバック点を示すデフォルト値 all’1’とする。 

ソース ID 

 

16 オクテット 

 
ループバックセルの送出点を示すデフォルト値 all’1’とする。 

 

 

6.2.4 性能管理 

 本インタフェースでは、ＶＰＣ及びＶＣＣにおけるＡＴＭレイヤ性能管理機能(順方向モニタリング機

能)を使用する。 

 

6.2.4.1 性能管理機能概要 

 ＶＰＣあるいはＶＣＣの性能モニタリングは、それぞれＶＰＣあるいはＶＣＣのコネクションエンドポ

イントまたはセグメントエンドポイントで、モニタリングセルを挿入することによって実現する。 

 

6.2.4.2 性能管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

 性能管理ＯＡＭセルの機能固有フィールドを図６.５に示す。各フィールドの内容を表６.７に示す。 

 

 MCSN 
TUC 

-0+1 

BEDC 

-0+1 

TUC 

-0 

TSTP 

(オプション) 
未使用 

TRCC 

-0 

BLER 

-0+1 

TRCC 

-0+1 

1 ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ 4 ｵｸﾃｯﾄ 29 ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ 1 ｵｸﾃｯﾄ 2 ｵｸﾃｯﾄ 

図 6.5  性能管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

 

表 6.7 性能管理ＯＡＭセルのセルフォーマット内容の説明 

フィールド名 長さ 内容 

MCSN 1 オクテット 
本フィールドは順方向モニタリング OAM セルのシーケンス番号をモジ

ュロ 256 で計数した現在の値を示す。 

TUC-0+1 2 オクテット 
本フィールドは順方向モニタリング OAM セルを挿入する時点で伝送

した総ユーザーセル数をモジュロ 65536 で計数した現在地で示す。 

BEDC 

-0+1 
2 オクテット 

本フィールドは直前の順方向モニタリング OAM セルを挿入送信後に

伝送した全てのユーザーセルの情報フィールドを対象として算出した

偶数パリティ BIP-16 誤り検出符号を転送する。 

TUC 

-0 
2 オクテット 使用しない。 

TSTP 4 オクテット 使用しない。 

TRCC 

-0 
2 オクテット 順方向では使用しない。 
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BLER 

-0+1 
1 オクテット 順方向では使用しない。 

TRCC 

-0+1 
2 オクテット 順方向では使用しない。 

6.3 ＡＴＭレイヤセル転送性能 

 本インタフェース点におけるＡＴＭレイヤトラヒック規定のためのパラメータ（ＰＣＲ、 ＣＤＶ）につ

いては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６が引用するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１に準拠する。 

 

6.3.1 ＡＴＭレイヤトラヒック規定 

ＶＣ－１１適用時のＶＰＣ及びＶＣＣのＡＴＭレイヤトラヒック規定品目と、規定パラメータを表６.８

に示す。本インタフェースではセルレート（ＰＣＲ）及びＣＤＶ許容値によりトラヒックを規定する。 

ＶＣＣのＰＣＲ速度の合計はＶＰＣのＰＣＲを超えることはできない。またＶＰＣのＰＣＲ速度の合計

はバーチャルコンテナの速度あるいはトリビュタリペイロードの速度を超えることはできない。 

 

 

表 6.8  ＶＣ－１１適用時のＡＴＭレイヤＶＣＣ及びＶＰＣトラヒック規定 

ATM レイヤトラヒック規

定品目 

(M bit/s) 

セルレート(PCR) 

(セル数/秒) 

CDV 許容値 

(τPCR) 

 

参考 

(PCR に対応するセル間隔

(T) (μs)) 

0.384 906 1700μs 1103 

0.768 1812 1200μs 551 

1.536 3623 -（注） 276 

（注）VCC 速度＝1544kbit/s トリビュタリペイロードの速度（24ch）のため CDV は発生しない 

 

 

 

6.3.2 ＮＰＣ規定 

 コネクション上でトラヒック契約に適合しないセルが観測された場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の規

定に準拠し不適合セルと同数のセルを廃棄する場合がある。また、観測された不適合セルの数に基づいて、

不適合コネクションと判定されたとき、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の規定に準拠しシグナリングコネクシ

ョンを切断する場合がある。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６に準拠した、与えられたＣＤＶ許容値とＰＣＲに対して不適合であるセルの

総数を計算する方法の例を図６.６に示す。 
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図 6.6 与えられたＣＤＶ許容値とＰＣＲに対して不適合であるセルの総数を計算する方法例 

セル到着時点 

c'1= a 0+ T  

k= 0 

n= 0

セル到着時点 

k= k+1 

y' k =ｃ’k-ak

(遅く到着したセル)
y’k<0

n= n+ 1

c’(k+1)=c’k

k= k0

Yes
N o

Y es

N o

N=n/k0

Y es

N o

Start

c’(k+1)=y’k+ak+T

y’k=0

 

y’k>τ

変数： 

c’k インタフェース点におけるセルｋの参照到着時間 

ak インタフェース点におけるセルｋの実際の到着時間 

y’k インタフェース点におけるセルｋの１ポイント CDV 

τ インタフェース点における CDV 許容値 

T 交渉されたセル間隔時間 

n 不適合セル数 

k0 測定回数 

 

c’k+1= 

E nd

y’k+ak+T = ak+T (y’k<0の時) 

y’k+ak+T = ck+T (0≦ y’k ≦ τの時) ｛ 

（不適合セル）
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７． ＳＡＡＬ仕様 

 

7.1 ＳＡＡＬ概要 

 ＮＮＩのＳＡＡＬは、個々のシグナリングデータリンク上にシグナリングメッセージを転送するシグナ

リング機能を提供する。ＳＡＡＬ機能は２つのシグナリングポイント間の確認型シグナリングメッセージ

転送のためのシグナリングリンクを提供する。 

 ＳＡＡＬはＡＡＬタイプ５共通部、ＳＳＣＯＰ、ＳＳＣＦ－ＮＮＩ及びＳＡＡＬレイヤマネージメント

から構成する。これらはそれぞれ、ＮＴＴ－Ｉ３６３.５、ＮＴＴ－Ｑ２１１０、ＮＴＴＴ－Ｑ２１４０及

びＮＴＴ－Ｑ２１４４に示すとおりである。 

 

８． ＭＴＰ－３ｂ仕様 

 

8.1 信号網機能部（ＭＴＰレベル３）概要 

信号網機能部は信号網のノードである信号局間のメッセージ転送に関する機能及び手順を記述する。信

号網機能は、信号リンクや信号中継局の障害時でも信号メッセージの正確な転送を保証するため、障害の

結果を信号網の離れた箇所に通知することや、信号網を通過するメッセージのルーティングを適切に再構

成することの両方に必要な機能及び手順を含む。 

ＭＴＰ－３ｂはＮＴＴ－Ｑ２２１０に示すとおりである。 
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※７章、８章で参照しているＮＴＴ－Ｉ３６３.５、ＮＴＴ－Ｑ２１１０、ＮＴＴ－Ｑ２１４０、ＮＴＴ－

Ｑ２１４４、ＮＴＴ－Ｑ２２１０における記載に関する留意事項については、以下に示すとおりである。 

 

 

Ⅰ．本標準では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具体的内容を記述

している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の

表記方法を示す。 

 

    ⅰ）当社の規定が、ＴＴＣ標準の規定に準拠している事項 

             【ＪＴ－＊＊＊＊に準拠する】 

 

  ⅱ）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項 

             【ＪＴ－＊＊＊＊では▽△を規定している】 

              ▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △ 

     

  ⅲ）当社では規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－＊＊＊＊では▼▲を規定していない】 

 

  ⅳ）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－＊＊＊＊では▼▲の規定が異なる】 

 

  ⅴ）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、あるいは適用しない事項 

             【規定しない】 

 

Ⅱ．本標準のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。ただし、ＴＴＣ標準のセ

クション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、

ＴＴＣ標準、当社のどちらも規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セク

ション番号が連続しない場合がある。 
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ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 広帯域ＩＳＤＮ ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）タイプ５仕様 

 

１． 本標準の範囲 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

 本標準は、ＡＡＬタイプ５、ＡＡＬタイプ５共通部と上位レイヤ間の相互動作、ＡＡＬタイプ５共通部と

ＡＴＭレイヤ間の相互動作、そしてＡＡＬタイプ５共通部の同位間動作を規定する。本標準は、ＡＡＬタイ

プ５のサービスが提供される場合において、▽広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）または

△共通線信号網ネットワーク・ノードインタフェース（ＮＮＩ）へ接続する装置に適用する。 

 

２． 参照 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】  

 

３． 定義  

本仕様は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００、Ｘ．２１０に規定された原則に基づいている。本仕様で使用され

るデータユニット命名規約の詳細は、付属資料Ａ／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に記述する。 

 

４． 略語 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

５． 規約 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

６． ＡＡＬタイプ５の構成 

コンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ）は、図１／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に示すように、コンバージェンス

サブレイヤ（ＣＳ）共通部（ＣＰＣＳ）とコンバージェンスサブレイヤサービス依存部（ＳＳＣＳ）にさら

に分けられている。ＣＰＣＳとＳＡＲサブレイヤはＡＡＬタイプ５の共通部と呼ぶ。さらに詳しい定義は、

付属資料Ｂ／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５を参照のこと。 
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▼ 

ＳＡＰ 

    

 

                   ＣＳサービス依存部     ＳＳＣＳ 

 

                     プリミティブ               ＣＳ 

 

       ＡＡＬ  共通部          ＣＳ共通部       ＣＰＣＳ 

 

                    プリミティブ 

 

                    ＳＡＲ（共通）              ＳＡＲ 

 

 

ＳＡＰ 

        ＣＳ ：コンバージェンスサブレイヤ 

        ＣＰＣＳ：コンバージェンスサブレイヤ共通部 

   凡例   ＳＡＲ ：分割／組立サブレイヤ 

        ＳＡＰ ：サービスアクセスポイント 

        ＳＳＣＳ：コンバージェンスサブレイヤサービス依存部 

図１／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 

 ＡＡＬタイプ５の構造 

▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽特定のＡＡＬユーザサービス、またはサービス群を実現するために、異なるＳＳＣＳプロトコルを定義し

てもよい。またＳＳＣＳは、存在しなくてもよい。ただし、この場合でもＡＡＬのプリミティブからそれと

等価なＣＰＣＳのプリミティブへ、または逆へとマッピングする。△ＳＳＣＳプロトコルは、別の仕様によ

り規定する。 

 ＡＡＬタイプ５は、ＡＴＭ網を介して、一つのＡＡＬ－ＳＡＰから別のＡＡＬ－ＳＡＰへＡＡＬ－ＳＤＵ

を転送する能力を有する（図２／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５を参照）。ＡＡＬユーザは、ＡＡＬ－ＳＤＵを転送

するため、必要とするＱＯＳ（たとえば低遅延・低損失ＱＯＳ）と関連した特定のＡＡＬ－ＳＡＰを選択す

る能力を有する。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽非確認型動作のＡＡＬタイプ５は、ＡＴＭ網を介してＡＡＬ－ＳＤＵを、一つのＡＡＬ－ＳＡＰから複数

のＡＡＬ－ＳＡＰへ転送する能力を有する（図３／ＪＴ－Ｉ３６３．５を参照）。△ 

 

図２／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

図３／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５   【規定しない】  

 

 ＡＡＬタイプ５は、下層であるＡＴＭレイヤにより提供されるサービスを利用する（図４／ＮＴＴ－Ｉ３



ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  技別３．１－２２

６３．５を参照）。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽多重化されたＡＡＬコネクションは、単一のＡＴＭレイヤコネクションと関連づけてもよく、この場合Ａ

ＡＬ層にて多重化する。しかしながら、もし多重化がＡＡＬタイプ５にて行われる場合は、それはＳＳＣＳ

にて行われる。△ 

ＡＡＬユーザは、データ転送用のＡＡＬ－ＳＡＰを選択することにより、ＡＡＬタイプ５により提供される

ＱＯＳを選択する。 

▼ 

                         ＡＴＭ－ＳＡＰ ３ 

 

  

                        （ＱＯＳ３)        ＡＡＬユーザへの 

                                     サービス 

                  ＡＡＬレイヤ 

                                   下位のＡＴＭ  

                                                                       レイヤサービスの 

                                                                       利用  

                        ＡＴＭ－ＳＡＰ ｎ  

  

 

                    ＡＴＭレイヤ 

 

図４／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 

ＡＡＬ－ＳＡＰとＡＴＭ－ＳＡＰの関係 

▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５とは▼▲の規定が異なる】  

 

 

７．ＡＡＬタイプ５共通部により提供されるサービス 

 ＡＡＬタイプ５共通部は、ＡＴＭ網を介して、一つのＣＰＣＳユーザからもう一方のＣＰＣＳユーザへ、 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽あるいは、ＡＡＬタイプ５が非確認型モードで動作するときには一つ以上のＣＰＣＳユーザへ△ 

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ（＝ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ）を転送する能力を有する。 

 

メッセージモードとストリーミングモードの２つのサービスモードを定義する。 

ⅰ）メッセージモードサービス：ＣＰＣＳサービス・データ・ユニット（ＣＰＣＳ－ＳＤＵ）は、ＣＰＣ

Ｓインタフェースを介して、一つのＣＰＣＳインタフェースデータユニット（ＣＰＣＳ－ＩＤＵ）を

使って送られる。このサービスにより、ただ一つのＣＰＣＳ－ＰＤＵ内に唯一のＣＰＣＳ－ＳＤＵを

転送することができる。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽ⅱ）ストリーミングモードサービス：ＣＰＣＳ－ＳＤＵは、ＣＰＣＳインタフェースを介して、一つまた

はそれ以上のＣＰＣＳ－ＩＤＵを使って送られる。これらのＣＰＣＳインタフェースを介したＣＰＣ

Ｓ－ＩＤＵの転送は、それぞれ時間的にずらして送ることができる。このサービスにより、一つのＣ

ＰＣＳ－ＳＤＵＰＤＵ内に唯一のＣＰＣＳ－ＳＤＵに属するすべてのＣＰＣＳ－ＩＤＵを、一つのＣ
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ＰＣＳ－ＰＤＵとしての転送をすることができる。ＣＰＣＳの内部パイプライニング機能を適用する

ことができ、これにより、送出側のＣＰＣＳエンティティは、利用可能な完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵを

受け取る前に、受信側のＣＰＣＳエンティティに対する送出を開始することができる。ストリーミン

グモードサービスは、ＣＰＣＳインタフェースを介して途中まで転送されているＣＰＣＳ－ＳＤＵの

廃棄を要求する、アボートサービスを含む。 

 

 どちらのサービスモードも非確認型同位間動作手順を提供してもよい： 

・完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵ、セル損失を含むＣＰＣＳ―ＳＤＵ、あるいは誤りデータを含むＣＰＣＳ－Ｓ

ＤＵが配信されてもよい。 

・損失あるいは誤りデータを含むＣＰＣＳ－ＳＤＵは再送による訂正をしない。誤りデータを含むＣＰＣ

Ｓ－ＳＤＵをユーザに配信するオプションを提供してもよい。 

・フロー制御をオプションとして提供してもよいが、今後の検討課題である。 

注）確認型動作が必要な場合は、ＳＳＣＳあるいは上位レイヤにより提供されねばならない。  △ 

 

ＣＰＣＳは以下の特徴のサービスを持つ。 

・１オクテットから▼１０２８オクテット▲までの任意の長さのユーザデータフレームの非確認型転送 

 【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

・ＣＰＣＳコネクションはマネージメントプレーンあるいはコントロールプレーンによって確立される。 

・エラー検出とオプションの表示（ビット誤り、およびまたは、セル損失またはセル誤挿入） 

・各ＣＰＣＳコネクションにおけるＣＰＣＳ－ＳＤＵの転送順序保存 

 付属資料Ｃ／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に含まれているＡＡＬタイプ５の機能モデルは、ＳＡＲ、ＣＰＣＳ、

ＳＳＣＳの各サブレイヤ、およびＳＡＲ、ＣＰＣＳプリミティブの相関関係を示す。 

 

7.1 ＡＡＬタイプ５のプリミティブ 

 これらのプリミティブはサービスに依存しており、ＳＳＣＳプロトコルは別の仕様により規定する。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽ＳＳＣＳは、存在しなくてもよい。ただし、この場合でもＡＡＬのプリミティブから等価なＣＰＣＳのプ

リミティブへ、あるいはその逆へとマッピングする。この場合、ＡＡＬへのプリミティブはＣＰＣＳへのプ

リミティブ（節７．２参照）と等価である。ただし、ＳＡＰでのプリミティブの呼称法に従って、ＡＡＬ－

ユニットデータ－要求 、ＡＡＬ－ユニットデータ－表示 、ＡＡＬ－Ｕ－アボート－要求、ＡＡＬ－Ｕ－ア

ボート－表示、ＡＡＬ－Ｐ－アボート－表示として認識される。△ 

 

7.2 ＡＡＬタイプ５のＣＰＣＳのプリミティブ   

  ＡＡＬタイプ５のサブレイヤ間にはサービス・アクセス・ポイント（ＳＡＰ）が存在しないので、ＳＡＰ

がないことを特に示すために、従来の“要求（ｒｅｑｕｅｓｔ）”や“表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）”の

代わりに、“起動（ｉｎｖｏｋｅ）”や“通知（ｓｉｇｎａｌ）”といったプリミティブの呼称を使う。 

 

7.2.1 データ転送サービスのプリミティブ 

 これらのプリミティブにはＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動およびＣＰＣＳ－ユニット データ－通知が

ある。これらのプリミティブはデータ転送に使われる。以下にパラメータの定義を示す。 

・インタフェースデータ（ＩＤ） 

このパラメータは、ＣＰＣＳエンティティとＳＳＣＳエンティティ間でやり取りされるインタフェース

データユニットを示す。インタフェースデータの大きさは、１オクテットの整数倍である。ＣＰＣＳが
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メッセージモードサービスで動作している場合には、インタフェースデータは完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵ

に対応する。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽ストリーミングモードサービスで動作している場合には、インタフェースデータは必ずしも完全なＣＰ

ＣＳ－ＳＤＵに対応している必要はない。△ 

・継続（Ｍ）  【規定しない】  

・ＣＰＣＳ損失優先度（ＣＰＣＳ－ＬＰ） 

このパラメータは、当該するＣＰＣＳ－ＳＤＵの損失優先度を示す。このパラメータは高優先と低優先

の２つの値のみを取り得る。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽ストリーミングモードにおいては、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最初の起動プリミティブにはこの

パラメータは必須であり、それ以外のプリミティブには存在しない。△ 

受信側ではこのパラメータは一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最後の通知プリミティブにのみ存在す

る。本パラメータはＳＡＲ－ＬＰパラメータ上にマ ッピングされる。このパラメータは一般にエンド・

エンドで意味を持つものではない。 

・ＣＰＣＳ輻輳表示（ＣＰＣＳ－ＣＩ）  【規定しない】  

・ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）  【規定しない】 

・受信状態（ＲＳ）  【規定しない】  

 

▼メッセージモードサービスにて用いられるパラメータを表 1／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に示す。▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

 

▼ 

               表１／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 

ＣＰＣＳ－ユニットデータプリミティブのパラメータ 

 

パラメータ タイプ 
メッセージ 

モードサービス
コ メ ン ト 

インタフェース 

データ（ＩＤ） 

起動 

通知 

Ｍ 

Ｍ 

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ全体 

 

ＣＰＣＳ損失優先度 

（ＣＰＣＳ－ＬＰ） 

起動 

通知 

Ｍ 

Ｍ 

ＡＴＭレイヤのＣＬＰフィールドにマッピ

ングされる 

ＣＰＣＳ－ＬＰ＝１ 高優先 

ＣＰＣＳ－ＬＰ＝０ 低優先 

Ｍ：  必須 

－：  なし 

▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

 

7.2.2 アボートサービスのためのプリミティブ 【規定しない】 

 

7.3 ＡＡＬタイプ５のＳＡＲサブレイヤのプリミティブ 

これらのプリミティブは、ＳＡＲサブレイヤとＣＰＣＳ間の情報のやり取りをモデル化するものである。 
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ＡＡＬタイプ５のサブレイヤ間にはＳＡＰが存在しないので、ＳＡＰがないことを特に示すために、従来の

“要求（ｒｅｑｕｅｓｔ）”と“表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）”の代わりに“起動（ｉｎｖｏｋｅ）”と

“通知（ｓｉｇｎａｌ）”というプリミティブの呼称を使う。 

 

7.3.1 データ転送サービスのためのプリミティブ 

 これらのプリミティブには、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動およびＳＡＲ－ユニットデータ－通知がある。

これらのプリミティブはデータ転送に使われる。以下にパラメータの定義を示す。 

・インタフェースデータ（ＩＤ）  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

・継続（Ｍ）  【規定しない】  

・ＳＡＲ損失優先度（ＳＡＲ－ＬＰ）  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

・ＳＡＲ輻輳表示（ＳＡＲ－ＣＩ）  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

 

８．マネージメントプレーンおよびコントロールプレーンの相互関係 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

 

９．ＡＡＬタイプ５の機能、構造、コーディング 

 

9.1 分割／組立サブレイヤ（ＳＡＲ）  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

9.2  コンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ） 

 

9.2.1 ＣＰＣＳの機能、構造、及び、コーディング 

 サービス特性は第７章を参照のこと。 

 

9.2.1.1 ＣＰＣＳの機能 

 ＣＰＣＳの機能はＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に実行される。ＣＰＣＳは、ＣＰＣＳサービスユーザをサポートす

るためのいくつかの機能を提供する。 

 

ＣＰＣＳサービスユーザに対して提供する機能は、ＣＰＣＳユーザがメッセージモードで動作中か、ストリ

ーミングモードで動作中かによって異なる。 

ⅰ） メッセージモードサービス  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ⅱ） ストリーミングモードサービス 【規定しない】 

 

 ＣＰＣＳが実現する機能としては以下のものがある。 

ａ）ＣＰＣＳ－ＳＤＵの保存  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｂ）ＣＰＣＳユーザ間情報の保存  【規定しない】 

ｃ）誤り検出とその処理 

 ▼この機能はＣＰＣＳ－ＰＤＵの誤りを検出・処理する機能である。 誤りを含むＣＰＣＳ－ＳＤＵは、

廃棄される。▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

 検出される誤りの例として以下のものを含む：バッファオーバフローを含む受信した情報の長さとＣＰ

ＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドとの不一致、ＣＰＣＳ－ＰＤＵの不適当なフォー
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マット、ＣＰＣＳのＣＲＣ誤り。 

ｄ）アボート  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｅ）パディング  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｆ）輻輳情報の取扱い  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｇ）損失優先度情報の取扱い  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

9.2.1.2 ＣＰＣＳ－ＰＤＵの構造、及び、コーディング 

 ＣＰＣＳの機能は８オクテットのＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラによって実現される。ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレ

イラは、常にＣＰＣＳ－ＰＤＵの最後のＳＡＲ－ＰＤＵの最終８オクテットに配置される。それゆえ、パデ

ィングフィールドはＣＰＣＳ－ＰＤＵの４８オクテット・アライメントを実現する。ＣＰＣＳ－ＰＤＵは、

ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラ、及び、パディングフィールドとＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードからなる。ＣＰＣ

Ｓ－ＰＤＵの構造における各フィールドの大きさ及び位置を、図６／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に示す。 

 

図６／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５    【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

 ＣＰＣＳ－ＰＤＵのコーディングは標準ＪＴ－Ｉ３６１の節２．１に示されているコーディング規則に従

う。 

ａ）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード 

 ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードは、ＣＰＣＳ－ＳＤＵを転送するために用いられる。本フィールドはオク

テット単位にアライメントされ、その長さは１から▼１０２８オクテット▲の値をとることができる。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

ｂ）ＣＰＣＳパディング（ＰＡＤ）フィールド  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｃ）ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）フィールド 【規定しない】 

ｄ）共通部種別表示（ＣＰＩ）フィールド 【規定しない】 

ｅ）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールド  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

ｆ）ＣＲＣフィールド  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

 

１０． 手順 

 手順のＳＤＬ図を付属資料Ｄ／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に示す。本節の記述と付属資料Ｄ／ＮＴＴ－Ｉ３６

３．５に示すＳＤＬ図で相違がある場合、ＳＤＬ図が優先される。 

 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽（注）実装においては、ＣＰＣＳサブレイヤとＳＡＲサブレイヤの間に、明示的に境界を設けてもよいし、

設けなくてもよい。△ 

 

10.1 ＳＡＲサブレイヤの手順 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】  

 

10.2 メッセージモードサービスにおけるＣＰＣＳの手順 

 ＣＰＣＳ－ＰＤＵの構造とコーディングは節 9.2.1.2 で定義されている。 

 

10.2.1 送信側におけるＣＰＣＳの状態変数 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 
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10.2.2 メッセージモードサービスにおけるＣＰＣＳ送信部の手順  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

10.2.3 受信側におけるＣＰＣＳの状態変数 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

10.2.4 受信側におけるＣＰＣＳの手順 

以下の手順は、誤りを含むデータを受信側ＣＰＣＳユーザに配信しない場合の、ＣＰＣＳ受信部の手順を

示したものである。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽誤りデータ配信オプションは付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｉ３６３．５で定義する。△ 

 ＣＰＣＳ受信部は以下のパラメータを持っている。 

 Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ 

 

 このパラメータはＣＰＣＳユーザへ配信されるＳＤＵの最大サイズのオクテット数を示している。受信側

では、このパラメータの値は配信される前のそれぞれのＣＰＣＳ－ＳＤＵ長と比較される。Ｍａｘ＿ＳＤＵ

＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈよりも長いＣＰＣＳ－ＳＤＵはいずれも廃棄され、そのイベントはレイヤ

マネージメントに報告される。このパラメータは１～▼１０２８▲のいずれの整数でも良く、それはマネー

ジメントプレーンにより設定される。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

（注）この手順の記述によりＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを処理する前に、組立バッファへ４７オクテットま

でのＰＡＤフィールドをコピーしてもよい。 

 

１）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブをＳＡＲサブレイヤから受け取ったと

き、それはインタフェースデータを組立バッファにコピーしなくてはならない。もしＳＡＲ－ＬＰパ

ラメータが“１”に設定されていれば、変数ｒｃｖ＿ＬＰもまた“１”に設定される。 

２）もしＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続（Ｍ）パラメータが“１”でＣＰＣＳ－ＳＤ

Ｕの組立バッファ内の受信オクテット数が“Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ”パラ

メータの値に７を加えた値よりも大きければ、ＣＰＣＳ受信部は組立バッファ内の全ての情報を廃棄

しなくてはならない。 

３）もしＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続（Ｍ）パラメータが“０”であれば、インタ

フェースデータの最後の８オクテットはＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを表 す。もしＣＲＣ演算が節９．

２．１．２に示された完全なＣＰＣＳ－ＰＤＵに対して実行され、そのＣＲＣフィールドの値がエラ

ーの存在を示しているのであれば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。 

４）もしＣＰＩフィールドの値が有効でないならば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはな

らない。 

５）もしＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドが“０”

であれば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。 

６）ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドはＰＡＤフ

ィールド長（受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵ長から８を引き、さらにＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌ

ｅｎｇｔｈ）フィールドの示す値を引く）を決めるために使用される。もしＰＡＤフィールドが４７

オクテットより長かったり、または不足したデータを受信したときは、組立バッファ内の全ての情報

は廃棄されなくてはならない。 

７）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長がＭａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈより長ければ、組

立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。 
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８）継続（Ｍ）パラメータが“０”に設定されたＳＡＲ－ユニットデー タ－通知プリミティブを受信し、

それまでのデータが廃棄されていなければ、組立バッファ内の全てのＣＰＣＳ－ＳＤＵデータはＣＰ

ＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブにより、ＣＰＣＳユーザへ配信されなくてはならない。Ｃ

ＰＣＳ－ＬＰパラメータはｒｃｖ＿ＬＰ変数の値に設定されなくてはならない。 

   ＣＰＣＳ－ＣＩパラメータ は最後のＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブと共に受信したＳ

ＡＲ－ＣＩパラメータの値に設定されなくてはならない。ＣＰＣＳ－ＵＵパラメータはＣＰＣＳ－Ｐ

ＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＵＵフィールドの値に設定されなくてはならない。配信されたデータは組

立バッファから除かれる。 

９）組立バッファからの情報が配信されたり廃棄されたときはいつでも変数ｒｃｖ＿ＬＰは“０”にリセ

ットされる。 

 

もし組立タイマが提供されていれば次の手順が適用される。 

 

１０）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲサブレイヤからの継続（Ｍ）パラメータが“１”に設定されたＳＡＲ－ユ

ニットデータ－通知プリミティブを受信した場合、組立タイマは（再）起動されなくてはならない。 

１１）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲサブレイヤからの継続（Ｍ）パラメータが“０”に設定されたＳＡＲ－ユ

ニットデータ－通知プリミティブを受信した場合は、組立タイマは停止しなくてはならない。 

１２）もしタイマが満了した場合は、ＣＰＣＳ受信部は組立バッファ内の全ての情報を廃棄しなくてはな

らない。 

 

（注）タイマの値は本仕様では規定しない。 

 

10.3 ストリーミングモードサービスにおけるＣＰＣＳの手順 【規定しない】 

 

10.4 ＡＡＬタイプ５コネクションのパラメータと値のまとめ 

 表６－８／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５の情報はＡＡＬタイプ５コネクションの設定時に知られるべき値である。  

▼ 

表６－８／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 

ＡＡＬタイプ５のパラメータとオプション 

定義区間 オプション／パラメータ 値／範囲 

同位間  Max＿SDU ＿Deliver ＿Length  １から１０２８オクテット 

 誤りＳＤＵ配信 あり／なし ローカル 

（受信部）  組立タイマの使用とその値 なし／あり及びタイマ値 

▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 
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付属資料Ａ データユニットの名称法（ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に対する）  
 

データユニットの名称法の詳細を付図Ａ－１／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５および付図Ａ－２／ＮＴＴ－Ｉ３６３．

５に示す。 

 

付図Ａ－１／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

▼ 

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ 

 

                                        ＣＰＣＳ－ＩＤＵ                      AAL ﾀｲﾌﾟ 5 共通部 

                                                                               に対するｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

                                                                CPCS-PDU トレイラ 

 

                                                   ＣＰＣＳ－ＰＤＵ 

 

ａ）メッセージモードサービス 

 

付図Ａ－２／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５ 

ＡＡＬタイプ５共通部インタフェースにおけるメッセージモードサービス 

▲ 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▼▲の規定が異なる】 

 

付属資料Ｂ ＡＡＬタイプ５の概要  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

付属資料Ｃ ＡＡＬタイプ５の機能モデル  【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

付属資料Ｄ ＡＡＬタイプ５のＳＡＲおよびＣＰＣＳに関するＳＤＬ図（ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に対する）  

 

 誤りデータ配信の手順は、本付属資料には含まれない。ストリーミングモードにおけるＣＰＣＳ手順も本

付属資料には含まれない。 

【ＪＴ－Ｉ３６３．５では▽△を規定している】 

▽誤りデータ配信オプションのＳＤＬ図は付属資料Ｅ／ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に示される。 

（注）実装においては、ＣＰＣＳサブレイヤとＳＡＲサブレイヤの間に、明示的に境界を設けてもよいし、

設けなくてもよい。△ 

Ｄ．１ ＳＡＲサブレイヤに関するＳＤＬ 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

Ｄ．２ ＣＳ共通部（ＣＰＣＳ）手順のＳＤＬ 【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

付属資料Ｅ 誤りデータ配信オプション 【規定しない】 

 

付録１ ＡＡＬタイプ５のためのＣＰＣＳ－ＰＤＵの例題   【ＪＴ－Ｉ３６３．５に準拠する】 

 

付録２ 付属資料Ｅに規定されたサービスについて 【規定しない】 



ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－３０ 

ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 広帯域ＩＳＤＮ ＡＡＬサービス依存コネクション型プロトコル （ＳＳＣＯＰ） 

 

１．序 文 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

２．参 照 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

３．ＮＴＴ－Ｑ２１１０で使われている略語と用語  【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

４．概 説 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

 

５．ＳＳＣＯＰの機能 

 ＳＳＣＯＰは、次の機能を実現する。 

 

 ａ．転送順序保証 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｂ．選択再送によるエラー訂正 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｃ．フロー制御 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
 ｄ．レイヤマネージメントへのエラー通知 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｅ．キープアライブ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
 ｆ．ローカルデータ回収 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｇ．コネクション制御 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

    ｈ．ユーザデータ転送 

    この機能は、ＳＳＣＯＰユーザ間でのユーザデータの伝送に使用される。ＳＳＣＯＰは、▼確認

形のデータの伝送をサポートする。▲ 

   【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

 ｉ．プロトコルエラー検出と回復 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｊ．状態通知 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
 

 

６．レイヤ間通信のための構成要素 

 この節では、ＳＳＣＯＰ～ＳＳＣＦ間の信号シーケンスのための、信号と状態遷移図を定義する。この

“信号”という用語は、ＳＳＣＦ～ＳＳＣＯＰ間にはサービスアクセスポイントが定義されてないことを

反映させるために、“プリミティブ”の代わりに使用される。 

（注）信号のタイプはプリミティブと同様“要求”，“表示”，“応答”，“確認”がある。 

 

6.1 ＳＳＣＯＰ～ＳＳＣＦ間、ＳＳＣＯＰ～ＳＳＣＳレイヤマネージメント間の信号 

 次に示す、ＳＳＣＦ～ＳＳＣＯＰ間のＡＡ信号と、ＳＳＣＳレイヤマネージメント～ＳＳＣＯＰ間のＭ

ＡＡ信号が、定義されている。 
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▼ 

表１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 

ＳＳＣＯＰ信号とパラメータ 

 

 タイプ 

 
信  号 

要 求 表 示 応 答 確 認 

 ＡＡ－設定 

 

SSCOP-UU 

BR 

SSCOP-UU SSCOP-UU 

BR 

SSCOP-UU 

 

 ＡＡ－解放 

 

SSCOP-UU 

 

SSCOP-UU 

Source 

未定義 

 

△ 

 

 ＡＡ－データ 

 

ＭＵ ＭＵ 

ＳＮ 

未定義 

 

未定義 

 

 ＡＡ－再同期 SSCOP-UU SSCOP-UU △ △ 

 ＡＡ－回復 未定義 △ △ 未定義 

 ＡＡ－回収 ＲＮ ＭＵ 未定義 未定義 

 ＡＡ－回収完了 未定義 △ 未定義 未定義 

 ＭＡＡ－エラー 

 

未定義 Code 

Count 

未定義 

 

未定義 

 

△：パラメータが無い信号 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】  

 

6.1.1 信号の定義 
 これらの信号の定義は、次のとおりである。 

 

 ａ．「ＡＡ－設定」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント ・ポイント・

コネクションの設定に使用される。 

 ｂ．「ＡＡ－解放」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント ・ポイント・

コネクションの終了に使用される。 

 ｃ．「ＡＡ－データ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＳＣＯＰ－ＳＤＵの、確 認型のポイン

ト・ポイント転送に使用される。 

 ｄ．「ＡＡ－再同期」信号は、ＳＳＣＯＰコネクションの再同期設定に使用される。 

  （注：ＳＳＣＯＰコネクションの再同期設定において、双方のＳＳＣＯＰ同位エンティティは該コネ

クションのバッファを解放および状態変数の初期化を行ったうえで、該コネクションの再設定

を行う。） 

 ｅ．「ＡＡ－回復」信号は、プロトコル誤りから回復するまでの間に使用される。 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▽△を規定している】  

  ▽ｆ．「ＡＡ－ユニットデータ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＤＵの非確認型の、放送型お

よびポイント・ポイント転送に使用される。△ 

 ｇ．「ＡＡ－回収」信号は、転送するためにユーザから付託されながら、未だ送信側 から解放されない、

ＳＤＵの回収に使用される。 

 ｈ．「ＡＡ－回収完了」信号は、ＳＳＣＯＰユーザに返すべきＳＤＵが、これ以上無いこ との通知に使

用される。 
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 ｉ．「ＭＡＡ－エラー」信号は、ＳＳＣＯＰプロトコルの誤りや、特定のイベントをレイ ヤマネージメ

ントに通知することに使用される。 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▽△を規定している】  

  ▽ｊ．「ＭＡＡ－ユニットデータ」信号は、ＳＳＣＯＰと同位レイヤマネージメントエンティティとの間

の、非確認型の、放送型およびポイント・ポイント転送に使用される。△ 

 

6.1.2 パラメータ定義 

 表１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０は各ＳＳＣＯＰ信号に関連するパラメータを示している。パラ メータの定義

は以下のとおりである。 

 

 【ＪＴ－Ｑ２１１０では△▽を規定している】 

 ａ．「メッセージユニット（ＭＵ）」パラメータは、可変長メッセージを運ぶ情報転送に用いられる。 

   ＡＡ－データ－要求信号▽、ＡＡ－ユニットデータ要求信号、ＭＡＡ－ユニットデー タ－要求信号

△において、このパラメータはトランスペアレントにＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドにマッ

ピングされる。ＡＡ－データ－表示信号▽、ＡＡ－ユ ニットデータ－表示信号、ＭＡＡ－ユニット

データ－表示信号△において、受信ＳＳＣＯＰ－ＰＤ Ｕの情報フィールドの内容がこのパラメータ

にマッピングされる。ＡＡ－回収－表示信号において 、送信キュー（データは未送信）または送信

バッファからＳＳＣＯＰユーザに返すべき情報がこのパラメータにマッピングされる。ＭＵは１オ

クテットの整数倍である。 

 ｂ．「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータはコネクション制御時 に可変長のユ

ーザ間メッセージを運ぶために用いられる。ＳＳＣＯＰ－ＵＵはＢＧＮ、ＢＧＡＫ、ＢＧＲＥＪ、

ＲＳ、ＥＮＤの各ＰＤＵにおいて転送されるが、受信の保証はされない。要求信号と応答信号にお

いて、このパラメータはＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵ（ＳＳＣＯＰユーザ間）フィール

ドにトランスペアレントにマッピングされる。表示信号と確認信号において、受信ＳＳＣＯＰ－Ｐ

ＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵフィールドの内容がこのパラメータにマッピングされる。ＳＳＣＯＰ－Ｕ

Ｕはヌル（データが存在しない）でも良いが、存在するときは１オクテットの整数倍である。 

 ｃ．「シーケンス番号（ＳＮ）」パラメータは受信ＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を示し、 データ回収動

作をサポートするのに用いてもよい。 

 ｄ．「回収番号（ＲＮ）」パラメータはデータ回収をサポートするのに用いられる。ＲＮ＋１は回収さ

れるべき最初のＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を示す。“Ｕｎｋｎｏｗｎ”という値は、まだ送信さ

れていないＳＤ－ＰＤＵのみが回収されるはずであることを示す。“Ｔｏｔａｌ”という値は、送

信バッファと送信キューの両方にある全てのＳＤ－ＰＤＵが回収されるべきであることを示す。 

 ｅ．「バッファ解放（ＢＲ）」パラメータはそれ以降のコネクションの解放において、送信バッファを

解放するかどうかを示す。データ転送中においても，このパラメータは送信バッファから選択的に

確認されたメッセージの解放も許容している。“Ｙｅｓ”という値は送信バッファと送信キューを

解放してよいことを示し、“Ｎｏ”という値は送信バッファと送信キューを解放してはいけないこ

とを示す。 

 ｆ．「コード（Ｃｏｄｅ）」パラメータは発生したプロトコルエラーのタイプを示す。Ｃｏｄｅパラメ

ータは付属資料Ａで定義されている。  

 ｇ．「ソース（Ｓｏｕｒｃｅ）」パラメータは、ＳＳＣＯＰユーザに対し、ＳＳＣＯＰレイヤまたは同

位のＳＳＣＯＰユーザのいずれがコネクションの解放を起動したかを示す。このパラメータは“Ｓ

ＳＣＯＰ”または“ＵＳＥＲ”の２つの値のうちの１つをとる。“ＳＳＣＯＰ”が示される場合、

ユーザはＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータが存在してもそれを無視しなければならない。  
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 ｈ．「カウント（Ｃｏｕｎｔ）」パラメータはＳＤ－ＰＤＵの再送数を示す。 

 

6.2 信号シーケンスの状態遷移図 

 この章では信号シーケンス上での制約を規定している。このシーケンスは、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦの間

の１つのポイント・ポイントＳＳＣＯＰ終端点での状態に関連している。ポイント・ポイントＳＳＣＯＰ

終端点で可能な信号シーケンスの全体は図２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０の状態遷移図で定義され る。モデルは

ＳＳＣＦから見たＳＳＣＯＰの状態遷移の様子を示す。このモデルは要求信号または応答信号が表示信号

または確認信号と同時に現れないことを前提としている。さらにこのモデルは信号が処理遅延なしにすぐ

にサービスされることを前提としている。 

 図２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０において、 

 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▽△を規定している】  

 ▽ａ．ＡＡ－ ユニットデータ－要求信号とＡＡ－ユニットデータ－表示信号は状態遷移を伴わない非確認

型データ転送と関連しており、そのためいかなる状態でも使用可能である。それらはこの図では示

されていない。△ 

 ｂ．許容される信号は、図に記述されている状態遷移（ある状態から同じ状態、またはある状態から別

の状態への遷移）を起こすものだけである。 

 ｃ．ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦ間を通過する信号は衝突が起こらないように調整されていることを前提とし

ている。 

 ｄ．アイドル状態（状態１）はコネクションがないことを表している。シーケンスの初期状態または最

終状態であり、再びこの状態に入るとコネクションは解放される。 

 

6.3 ＳＳＣＯＰとＣＰＣＳ間の信号 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
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▼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）ＳＳＣＯＰコネクション終端点の状態である回復起動中（状態８）は、ＳＳＣＯＰの状態である回

復応答待機中（状態８）と入側回復起動中（状態９）を包含している。これらの状態のどちらが適

用されているかは、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。出側回復起動中（状態７）は、Ｓ

ＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。 
 
 

図２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 

ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号シーケンスの状態遷移図 
 
▲ 
【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

 

AA－解放－表示

AA－設定－要求

出側切断起動中

4

アイドル

１

２ 
出側ｺﾈｸｼｮﾝ 
起動中 

３
入側ｺﾈｸｼｮﾝ 
起動中 

６ 
入側再同期 
起動中 

10
データ転送可能

８

回復起動中
（注） 
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７．同位間通信のためのプロトコル要素 

 

7.1 ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ 

 プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を表２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０に示す。 

▼ 

      表２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 

ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ名と定義 

 

 機  能 

 

ＰＤＵ名 

 

ＰＤＵタイプ

フィールド 

記  述  

 設定 ＢＧＮ 

ＢＧＡＫ 

ＢＧＲＥＪ 

０００１ 

００１０ 

０１１１ 

初期化要求 

確認応答要求 

コネクション拒絶 

 

 解放 ＥＮＤ 

ＥＮＤＡＫ 

００１１ 

０１００ 

切断コマンド 

切断確認応答 

 

 再同期 ＲＳ 

ＲＳＡＫ 

０１０１ 

０１１０ 

再同期コマンド 

再同期確認応答 

 

 回復 ＥＲ 

ＥＲＡＫ 

１００１ 

１１１１ 

回復コマンド 

回復確認応答 

 

 確認型データ 

転送 

ＳＤ 

ＰＯＬＬ 

 

ＳＴＡＴ 

ＵＳＴＡＴ 

１０００ 

１０１０ 

 

１０１１ 

１１００ 

順序保存コネクション型データ 

受信状態情報要求を伴う送信状

態情報 

勧誘型受信状態情報 

非勧誘型受信状態情報 

 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

 ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの定義は以下のとおりである。 

 

 ａ．ＢＧＮ－ＰＤＵ（開始） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｂ．ＢＧＡＫ－ＰＤＵ（開始確認応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｃ．ＢＧＲＥＪ－ＰＤＵ（開始拒絶） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｄ．ＥＮＤ－ＰＤＵ（終了） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｅ．ＥＮＤＡＫ－ＰＤＵ（終了確認応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｆ．ＲＳ－ＰＤＵ（再同期） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｇ．ＲＳＡＫ－ＰＤＵ（再同期確認応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｈ．ＥＲ－ＰＤＵ（誤り回復） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｉ．ＥＲＡＫ－ＰＤＵ（誤り回復確認応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｊ．ＳＤ－ＰＤＵ（順序保存データ） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｋ．ＰＯＬＬ－ＰＤＵ（状態要求） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 ｌ．ＳＴＡＴ－ＰＤＵ（勧誘型状態応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｍ．ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ（非勧誘型状態応答） 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 ｎ．ＵＤ－ＰＤＵ（非番号制データ） 【規定しない】 

 ｏ．ＭＤ－ＰＤＵ（マネージメントデータ） 【規定しない】 
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 以下のものは無効なＰＤＵである。 

 ａ）規定されないＰＤＵタイプコードを持つＰＤＵ 

 ｂ）３２ビットアライメントされていないＰＤＵ 

 ｃ）表示されているタイプのＰＤＵとして適切な長さでないＰＤＵ 

 

 無効なＰＤＵは送信側に通知することなく廃棄される。その結果としていかなる動作も行われない。

（上記のｂとｃ項の長さ違反はレイヤマネージメントに報告される） 

 

7.2 ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ フォーマット  

 図３／ＮＴＴ－Ｑ２１１０から図１６／ＮＴＴ－Ｑ２１１０はＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのフォ ーマットを示

している。節７．１でリストした１５個のＰＤＵタイプを定義している。ＳＳＣＯＰ－ＰＤ Ｕフィールド

は節７．５で定義している。これらのフォーマットの特徴を以下に記述する。 

 

7.2.1 コーディング法  【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

7.2.2 パディング（ＰＡＤ）フィールド 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する ※但し、ＭＤ、ＵＤは規定しない】 

     

7.2.3 予約フィールド 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

7.2.4 ＰＤＵ長 

▼ＳＤ－ＰＤＵ内▲の情報フィ ールドの最大長はｋオクテットである。ｋの最大値は 65528 である。ｋの

値はその大きさをＳＳＣＯＰの関与しない双方の交渉手続きにおいて設定され、ＳＳＣＯＰを利用するＳ

ＳＣＦ勧告により規定されるかもしれないし、ＳＳＣＯＰを利用するプロトコルの最大ＰＤＵサイズから

引き出されるかもしれない。ｋの最小値は０である。 

（注）パラメータｋはＳＳＣＯＰ－ＳＤＵ長を示す。 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

 

 可変長のＳＳＣＯＰ-ＵＵフィールドの最大値はｊオクテットである。ｊの最大値は 65524 である。ｊの

値はその大きさをＳＳＣＯＰの関与しない双方の交渉手続きにおいて設定され、ＳＳＣＯＰを利用するＳ

ＳＣＦ勧告により規定されるかもしれないし、ＳＳＣＯＰを利用するプロトコルの規定により引き出され

るかもしれない。ｊの最小値は０である。 

 

7.2.5 ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴの各ＰＤＵのコーディング 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

   

 

 

図３～図６／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

図７／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【規定しない】 

図８～図１６／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 
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7.3 ＳＳＣＯＰプロトコルエンティティの状態 

 この節はＳＳＣＯＰエンティティの状態を記述する。この状態は同位間プロトコルの規定に使用される。

この状態は概念的なものであり、ユーザとやり取りされる信号ならびに相手同位エンティティとやり取り

されるＰＤＵのシーケンスにおいてＳＳＣＯＰエンティティの一般的な条件を表す。さらに新たな状態の

追加はせずに、その他の条件がＳＤＬにおいて詳細な記述の中で使用されている。基本状態は以下のとお

り。 

 

状態１：アイドル 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態２：出側コネクション起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態３：入側コネクション起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態４：出側切断起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態５：出側再同期起動中 【規定しない】 

状態６：入側再同期起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態７：出側回復起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態８：回復応答待機中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態９：入側回復起動中 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

状態１０：データ転送可能 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

7.4 ＳＳＣＯＰ状態変数 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

7.5 ＳＳＣＯＰ ＰＤＵパラメータ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する ※但し、ＭＤ、ＵＤ、ＭＡＡ－ユニットデータ、ＡＡ－ユニットデータは規定 

 しない。】 

    

7.6 ＳＳＣＯＰのタイマ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

7.7 ＳＳＣＯＰのパラメータ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

7.8 ＳＳＣＯＰクレジットとフロー制御 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
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８．ＳＳＣＯＰの仕様 

 この章では、サービス依存コネクション型プロトコルの手順を定義するＳＤＬ図を提供する。これらの

ＳＤＬ図は手順の定義の説明であり、本文と矛盾がある場合にはＳＤＬ図が優先される。 

 

8.1 概 要 

 図１７／ＮＴＴ－Ｑ２１１０にＳＳＣＯＰの状態の概要と主な状態遷移を示す。これらの 状態によりＳ

ＳＣＯＰは各種のコネクション制御サービスを提供し、それらを関連付ける事ができる。ここで述べるロ

ーカルなＳＳＣＦとは着目しているＳＳＣＯＰの上位に位置するものを指す。 

 

8.1.1 アイドル 

 

状態１  アイドル 

    【ＪＴ－Ｑ２１１０では▽△を規定している】 

 本状態ではコネクションは設定されていない。▽非確認型データおよびマネージメントデータのみ

の通信が行われる。△ 

  

8.1.2 設定と解放 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

8.1.3 双方向再同期 

 本コネクション制御サービスにおける以下の状態は、データ送信の双方向の再同期に関しＳＳＣＯＰの

補助をする。双方向再同期は誤り回復サービスに先立って行われる。以下の状態が定義される。 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▽△を規定している】 

▽状態５  出側再同期起動中 

 本状態ではローカルなＳＳＣＦが再同期を起動し、このＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰに対し連

絡を行い、それからの応答を待っている状態である。△ 

状態６  入側再同期起動中 

 本状態では相手同位ＳＳＣＯＰが再同期の要求を行い、このＳＳＣＯＰはローカルなＳＳＣＦへ連

絡を行い、応答を待っている状態である。 

 

8.1.4 回 復 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

  

8.1.5 データ転送 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

8.2 ＳＤＬ図 

 図１８／ＮＴＴ－Ｑ２１１０から図２０／ＮＴＴ－Ｑ２１１０にＳＤＬ図を示す。 
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図１７/ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 

ＳＳＣＯＰの状態と状態間の主な遷移の概要 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

AA-設定-要求 
BGN 

 BGREJ   
AA-解放-表示 
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AA-設定-確認 

出側切断起動中
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こ の 範 囲 の 状 態 で は 、
Timer_CC(Tcc)を動作させて
いる。一般的にそれらは同
位の SSCOP エンティティか
らの応答を待っている。 

この範囲の状態 10 では、
Timer_POLL、Timer_ 
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は Timer_IDLE を動作さ
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（節 6.6 参照）
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▼ 
 
 

SSCOP  SDL 図
1.0 版 

システム図 

MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動
(ID、LP、CI、CPCS-UU) 

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知 
(ID、LP、CI、CPCS-UU) 

 
SSCOP_PE 

LM へ 

CPCS から 

CPCS へ 

LM から 

ユーザから 

ユーザへ 

 
略語 
 
＝＝＝＝＝＝ 
 
SSCOP_PE ： サービス依存コネクション型プロトコルのプロトコル・エンティティ 
CPCS ： CS 共通部 
LM ： レイヤマネージメント 
 

図１８／ＮＴＴ－Ｑ２１１０  

ＳＳＣＯＰのシステム 
▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR)
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR) 
 
AA-解放-要求(SSCOP-UU) 
 
AA-再同期-要求(SSCOP-UU) 
AA-再同期-応答 
 
AA-回復-応答 
 
AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU) 
 
AA-回収-要求(RN) 

AA-設定-表示(SSCOP-UU) 
AA-設定-確認(SSCOP-UU) 
 
AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source)
AA-解放-確認 
 
AA-再同期-表示(SSCOP-UU) 
AA-再同期-確認 
 
AA-回復-表示 
 
AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN) 
 
AA-回収-表示(MU) 
AA-回収完了-表示 
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▼ 
 

AA-設定-表示(SSCOP-UU) 
AA-設定-確認(SSCOP-UU) 
 
AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source) 
AA-解放-確認 
 
AA-再同期-要求(SSCOP-UU) 
AA-再同期-応答 
 
AA-回復-表示 
 
AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN) 
 
AA-回収-表示(MU) 
AA-回収完了-表示 

AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR)
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR) 
 
AA-解放-要求(SSCOP-UU) 
 
AA-再同期-要求(SSCOP-UU) 
AA-再同期-応答 
 
AA-回復-応答 
 
AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU) 
 
AA-回収-要求(RN) 

MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動
(ID、LP、CI、CPCS-UU)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知 
(ID、LP、CI、CPCS-UU) 

LM へ 

CPCS から 

CPCS へ 

LM から 

ユーザから 

ユーザへ 

 
略語 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
SSCOP ： サービス依存コネクション型プロトコル（プロセス） 
CPCS ： CS 共通部 
LM ： レイヤマネージメント 

 

図１９／ＮＴＴ－Ｑ２１１０  

ＳＳＣＯＰのブロック 

 

SSCOP(1、1) 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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▼

 
CPCS から／への信号（節 6.3 で定義、パラメータは括弧内に示す） 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動(ID、LP、CI、CPCS-UU) 
CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知(ID、LP、CI、CPCS-UU) 

図２０－１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０  

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

 
SSCOP から／へのメッセージ（節 7.1 で定義；メッセージは CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ- 
起動／通知の ID パラメータに含まれる） 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
BGAK、BGN、BGREJ、END、ENDAK、ER、ERAK、POLL、SD、 
STAT、RS、RSAK、USTAT 

 
ユーザから／への信号（節 6.1 で定義；パラメータは括弧内に示す） 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR) AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU) 
AA-設定-表示(SSCOP-UU) AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN) 
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR) 
AA-設定-確認(SSCOP-UU) AA-回収-要求(RN) 
 AA-回収-表示(MU) 
AA-解放-要求(SSCOP-UU) 
AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source) AA-回収完了-表示 
AA-解放-確認  
 
AA-再同期-要求（SSCOP-UU） AA-回復-表示  
AA-再同期-表示（SSCOP-UU） AA-回復-応答  
AA-再同期-応答 
AA-再同期-確認 

 
レイヤマネージメントから／への信号（節 6.1 で定義、パラメータは括弧内に示す） 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count) 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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▼

図２０－２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

SSCOP 信号パラメータのデフォルト値
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 SSCOP での SDL 図説明を簡単にするために、SDL 図では SSCOP での表示信号と確認信号の変
数にデフォルト値を仮定する。SDL 図の中で特にことわらない場合は、表示信号と確認信号の変
数についてはここに示す“PDU.フィールド”の形で記述されるデフォルト値を持つものとする。 
 
注：パラメータ(Source)と、END-PDU フィールドの“S”ビットは次の様に対応する。 
Source＝ユーザ：S＝0 
Source＝SSCOP：S＝1 
 
信号 パラメータ デフォルト値 
 
AA-設定-表示 SSCOP-UU BGN.SSCOP-UU 
 
AA-設定-確認 SSCOP-UU BGAK.SSCOP-UU 
 
AA-解放-表示 SSCOP-UU END.SSCOP-UU 
 Source END.S 
AA-ﾃﾞｰﾀ-表示 MU SD.情報 
 SN SD.N(S) 
 
AA-再同期-表示 SSCOP-UU RS,SSCOP-UU 
 
AA-回収-表示 MU 回収情報 
 

注 1（キューの用途）： 
 SSCOP エンティティの十分な表示を可能にするため、SD、MD、及び UD の各 PDU の概念的なキュ
ーを明示的に表す。これらの概念的なキューは有限ではあるが有界ではなく、ポイント・ポイントの
手順の実装にいかなる形でも制限を加えるものではない。SD、MD、及び UD の各 PDU のキューイン
グサービスを行うために、3 つの内部的ローカルな信号として「SD-PDU がキューイングされてい
る」、「MD-PDU がキューイングされている」、「UD-PDU がキューイングされている」が用意され
ている。SDL 図において、これらの信号はこのプロセスに入力される他の信号と同一の“イベントキ
ュー”により操作される。 
 
SDL 図では送信側について以下に述べるキュー及びバッファを仮定する。 
送信キュー（送信されていない確認型データ）、再送キュー（再送待ちの SD-PDU）、UD 送信キュー
（送信されていない非確認型データ）、MD 送信キュー（送信されていないマネージメントデータ）、
及び送信バッファ（応答待ちの SD-PDU）。 
受信側については、SD-PDU の並べ替え用の受信バッファを仮定する。 
 
注 2：与えられた状態によって無視される不適当な信号については、SDL 図に含まれない。 
 
注 3：不適当な PDU を受け取ったときの SSCOP の応答については、SDL 図に記述されている。 
 
注 4：状態変数 VT(S)、VT(PS)、VT(A)、VT(PA)、VT(MS)、VR(R)、VR(H)、VR(MR)、VT(SQ)、及び
VR(SQ)にモジュロ演算が行われる。VT は送信側変数を表し、VR は受信側変数を表す。最初の 8 つの
変数のモジュラスは 2 の 24 乗で、VT(SQ)と VR(SQ)のモジュラスは 256 である。状態変数 VT(S)、
VT(A)、及び VT(MS)に関与するモジュロ比較は、VT(A)をもとにしている。状態変数 VR(R)、VR(H)及
び VR(MR)に関与するモジュロ比較は、VR(R)をもとにしている。状態変数 VT(PS)、及び VT(PA)に関
与するモジュロ比較は、VT(PA)をもとにしている。 
 
注 5：変数“ｉ”、“seq1”、“seＱ２”、“Count”、及び“List_Length”が SDL 図で使用されている。これらは
ループ変数と呼びループの説明にのみ使用され、SSCOP の状態変数やパラメータの構成要素とはなら
ない。“retransmission”パラメータはマクロコールから値を返すためにのみ使用され、SSCOP パラメー
タの要素とはならない。 
 
注 6：SSCOP-UU  PDU フィールドで“null（ヌル）”とされているところは、そのフィールドが存在せ
ず PL フィールドが“0”であることを意味している。 
 
注 7：SDL 図において、変数 N(MR)を含む PDU の再送が必要な場合は、再送する PDU の他の部分が
同一の場合でも N(MR)フィールドを更新することができる。 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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▼ 

SSCOP-PDU のフィールド値のデフォルト値
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
SSCOP の SDL 図の表現を簡単にするため、SDL 図では SSCOP-PDU のフィールドはデフォ
ルト値をとるものとする。特に SDL 図中で断らない限り、送信される SSCOP-PDU のフィー
ルド（即ち SSCOP-PDU パラメータ）はここで示すデフォルト値を取るものとする（デフォ
ルト値は状態変数、信号のパラメータ値、受信した PDU パラメータのいずれかからとる）。 
 
PDU フィールド デフォルト値 
 
SD N(S) VT(S) 
 情報 AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU) 
 
POLL N(PS) VT(PS) 
 N(S) VT(S) 
 
STAT N(R) VR(R) 
 N(MR) VR(MR) 
 N(PS) POLL.N(PS) 
 
USTAT N(R) VR(R) 
 N(MR) VR(MR) 

 
BGN N(MR) VR(MR) 
 SSCOP-UU AA-設定-要求(SSCOP-UU) 
 N(SQ) VT(SQ) 
 
BGAK N(MR) VR(MR) 
 SSCOP-UU AA-設定-応答(SSCOP-UU) 
 
BGREJ SSCOP-UU AA-解放-要求(SSCOP-UU) 
 
ER N(MR) VR(MR) 
 N(SQ) VT(SQ) 
 
ERAK N(MR) VR(MR) 
 
END SSCOP-UU AA-解放-要求(SSCOP-UU) 
 S 0 
 
RS SSCOP-UU AA-再同期-要求（SSCOP-UU） 
 N(MR) VR(MR) 
 N(SQ) VT(SQ) 
 
RSAK N(MR) VR(MR) 
 

図２０－３／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 ▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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図２０－４  ～ 図２０－１６／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

図２０－１７  ～ 図２０－１９／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【規定しない】  

 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２０－２１  ～ 図２０－２８／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  
   

図２０－２０／ＮＴＴ－Ｑ２１１０  

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

ENDAK-PDU BGREJ-PDU END-PDU 

6
入側再同期起動中

 
VT(CC) :=1 

 
Timer_CC 起動 

 
AA-解放-要求 

 
END-PDU 

4 
出側切断起動中 

 
AA-解放-表示 

ENDAK-PDU 

 
AA-解放-表示

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(F)

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(D)

1
アイドル 

1 
アイドル 

SSCOP-UU :=null 
Source :=SSCOP 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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▼ 
 

図２０－２９／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 
ER-PDU BGN-PDU STAT-PDU

8
回復応答待機中

8 
回復応答待機中 

VT(MS) :=
BGN.N(MR)

 
AA-解放-表示

 
再送検出 

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(H)

1 
アイドル 

***
SD-PDU を 

キューイング
する 

 
ERAK-PDU 

8
回復応答待機中

retransmissionTRUE 

FALSE

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(L)

再送検出 

3
入側コネクシ
ョン起動中

retransmission
TRUE

FALSE

 
AA-設定-表示

8
回復応答待機中

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(B)

 
USTAT-PDU 

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(I) 

 
END-PDU 

 
AA-解放-表示 

END.S :=1 
END.SSCOP-UU :=null

SSCOP-UU :=null 
Source :=SSCOP 

SSCOP-UU :=null 
Source :=User 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 
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図２０－３０／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

END-PDU 
 

AA-回復-応答 

9
入側回復起動中

END-PDU 
 

送信バッファ解放

 
AA-解放-表示

1
アイドル 

4
出側切断起動中

***
SD-PDU を 

キューイング
する 

10 
データ転送可能

Clear-buffers YES 

NO 

 
ERAK-PDU 

Timer_CC 起動

AA-解放-要求

VT(CC) :=1

 
VR(MR)初期化

 
状態変数初期化

データ転送 
タイマ起動 

ENDAK-PDU

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

▼ 



ＮＴＴ－Ｑ２１１０  技別３．１－４８ 

図２０－３１  ～ 図２０－３３／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

 

図２０－３４／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

BGAK-PDU

10
データ転送可能

4
出側切断起動中

ERAK-PDU AA-解放-要求

データ転送
タイマ解除

10
データ転送可能

10 
データ転送可能 

VT(CC) :=1

回収準備 

Timer_CC 起動

END-PDU 

▼ 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】
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図２０－３５  ～ 図２０－４６／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２０－４８／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【規定しない】  

図２０－４９  ～ 図２０－５１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

図２０－４７／ＮＴＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス 

 

無効な PDU

＊ 

不適切な 
PDU 長か？

TRUE

FALSE

 
MAA-ｴﾗｰ-表示(U)－  

－  

▼ 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】  
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付属資料 Ａ マネージメントエラー表示 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

 

付属資料 Ｂ プロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式（ＮＴＴ－Ｑ２１１０に対する） 

 

Ｂ．１ 概 説 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

 

Ｂ．２ 略号および特殊シンボル 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

Ｂ．３ ＰＩＣＳ様式を完成させるための指示 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

  

Ｂ．４ 適合性の全体的な宣言 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

  

Ｂ．５ ＳＳＣＯＰ（ＮＴＴ－Ｑ２１１０）  
 

B.5.1 プロトコル能力（ＰＣ）－ＳＳＣＯＰ  

 

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

PC1 ＩＵＴがキープアライブ機

能をサポートしているか？ 
Ｍ 5. e) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC2 ＩＵＴがローカルデータ回

収機能をサポートしている

か？ 

Ｍ 5. f) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC3 ＩＵＴがプロトコルエラー

のためのＳＳＣＯＰのエラ

ー回復をサポートしている

か？ 

Ｍ 5. i) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC4 ＩＵＴが状態に無関係にす

べてのメッセージを認識す

るか？ 

Ｍ 表 2/NTT-Q2110 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC5.1 プロトコルエラーがない場

合、ＩＵＴが順序保証を伴

う確認型データ転送をサポ

ートしているか？ 

Ｍ 5. a) h) ;7.1 j) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC5.2 ＩＵＴが非確認型データＰ

ＤＵの送信をサポートして

いるか？ 

Ｍ 5. h) ;7.1 n) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC5.3 ＩＵＴがマネージメントデ

ータＰＤＵの送信をサポー

トしているか？ 

Ｍ 7.1 o) Yes:＿, No:＿, X:＿ 
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PC6 ユーザが起動する再同期手

順をＩＵＴがサポートして

いるか？ 

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC7 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションの設定手順をサポー

トしているか？ 

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC8 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションの解放手順をサポー

トしているか？ 

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC9 ＩＵＴが再送後のポーリン

グをサポートしているか？ 
Ｏ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC10 ＩＵＴがＳＴＡＴ－ＰＤＵ

の分割をサポートしている

か？ 

Ｍ 7.2.5 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC11 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションを開始できるか？ 
Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC12 ＩＵＴが相手同位エンティ

ティからのＳＳＣＯＰコネ

クション設定を拒絶（ＢＧ

ＲＥＪ）できるか？ 

Ｍ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC13 ＩＵＴがレイヤマネージメ

ントに対するエラー通知を

サポートしているか？ 

Ｍ 5. d) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC14 ＩＵＴがプロトコルエラー

検出機能をサポートしてい

るか？ 

Ｍ 5. i) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC15 ＳＳＣＯＰコネクションが

存在しない場合、ＢＧＮの

受信か、ＳＳＣＯＰユーザ

からの要求のみによりコネ

クション設定を行うか？ 

Ｍ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PC16 ＳＳＣＯＰがＳＳＣＯＰユ

ーザ間情報の転送を許す

か？ 

Ｍ 5. g) ;6.1.2 b) Yes:＿, No:＿, X:＿ 

 
 

B.5.2 ＳＳＣＯＰ ＰＤＵ－プロトコルデータユニット（ＰＤ）  

 

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

オクテット転送順序について 

PD1 数字の昇順 Ｍ 7.2.1 Yes:＿,No:＿,X:＿ 

フィールドマッピングについて 

PD2 最下位ビット位置＝最下位

桁値 

Ｍ 7.2.1 Yes:＿,No:＿,X:＿ 
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PD3 ＰＤＵフォーマットが、３

２ビット単位か？ 

Ｍ 7.2 Yes:＿,No:＿,X:＿ 

PD4 すべての予約フィールドが

“０”で満たされている

か？ 

Ｍ 7.2.3 Yes:＿,No:＿,X:＿ 
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▼ 

B.5.3 ＳＳＣＯＰシステムパラメータ（ＳＰ） 

 

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

SP1 ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ 

－ＰＤＵの最大転送数（Ｍ

ａｘＣＣ） 

Ｍ 7.7 a) ; Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP2 ＰＯＬＬ－ＰＤＵ送信前の

最大ＳＤ－ＰＤＵ数（Ｍａ

ｘＰＤ） 

Ｍ 7.7 b) ; Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP3 ＳＴＡＴの最大リスト要素

数（ＭａｘＳＴＡＴ） 

Ｍ 7.7 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP4 最大ＰＤＵ長（ｋ） Ｍ 7.2.4 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP5 Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ Ｍ 7.6 a) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP6 Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－  

ＡＬＩＶＥ 

Ｍ 7.6 b) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP7 Ｔｉｍｅｒ＿ 

ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ  

Ｍ 7.6 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP8 Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ Ｍ 7.6 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP9 Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ Ｍ 7.6 d) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SP10 ＰＣ１６がサポートされて

いる場合、最大ＳＳＣＯＰ

－ＵＵ長は？  

Ｍ 6.1.2 b) ;7.2.4 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１１０の規定と異なる】  
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付録 Ｉ 概念と用語 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】  

 

付録 Ⅱ ＳＳＣＯＰ動作例 【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 

 

 

 

付録 Ⅲ バッファと状態変数管理の要約（ＮＴＴ－Ｑ２１１０に対する） 

 

 付表Ⅲ－１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０は特定の状態に遷移したときのバッファと状態変数の状態を示す。 

 

 

▼                

付表Ⅲ－１／ＮＴＴ－Ｑ２１１０ 

バッファと状態変数管理 

       

  

 ア 

イ 

ド 

ル 

１ 

出側 

ｺﾈｸｼｮﾝ

起動中

 

２ 

入側 

ｺﾈｸｼｮﾝ 

起動中 

 

３ 

出側 

切断 

起動中

 

４ 

入側 

再同期

起動中

 

６ 

出側 

回復 

起動中

 

７ 

回復 

応答 

待機中

 

８ 

入側 

回復 

起動中 

 

９ 

ﾃﾞｰﾀ 

転送 

可能 

 

１０ 

送信 

ｷｭｰ 

解放 

 

Ｃ 

 

Ｕ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ａ 

送信 

ﾊﾞｯﾌｧ 

解放 

 

Ｃ 

 

Ｕ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｃ 

 

Ｕ 

再送 

ｷｭｰ 

解放 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

注１ 

受信 

ﾊﾞｯﾌｧ 

解放 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

 

Ｕ 

  

Ｄ 

 

Ｄ 

 

注２ 

受信 

状態 

変数 

ﾘｾｯﾄ 

         

Ｒ 

送信 

状態 

変数 

ﾘｾｯﾄ 

         

Ｒ 

ﾃﾞｰﾀ 

回収 

可能 

 

Ｙ 

  

Ｙ 

 

Ｙ 

 

Ｙ 

  

Ｙ 

 

Ｙ 
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説明 

Ｕ  バッファ／キューは状態への遷移時点で無条件に空である。 

Ｃ  バッファ／キューは条件付きで、すなわち“Clear-buffers＝ＮＯ”のとき状態への遷移時点で空で

ある。 

Ａ  状態８または９からの遷移で、かつ“Clear-buffers＝ＮＯ”（データは続いて送信される）でない

場合、バッファは状態への遷移時点で無条件に解放される。 

Ｄ  もし“Clear-buffers＝ＮＯ”ならば、バッファの内容は許容できるシーケンス番号の抜けを伴って

配信され、もし“Clear-buffers＝ＹＥＳ”ならばバッファは状態への遷移時点で解放される。 

Ｒ  データ転送状態変数は状態への遷移時点でリセットされる。 

Ｙ  データ回収可能 

 

（注１）データは状態１０の“データ転送可能”の時のみ再送キューに挿入できる。このバッファは他の

いずれの状態への遷移でも無条件に解放されるので、デフォルトでの状態１０への遷移の際は空

である。 

 

（注２）データは状態１０の“データ転送可能”の時のみ受信バッファに挿入できる。このバッファは他

のいずれかの可能な状態から状態１０へ遷移する前に無条件に解放されるので、受信バッファは

状態１０への遷移の際は無条件に空でありデフォルトもまた同じである。 

▲ 

【ＮＴＴ－Ｑ２１１０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

 

付録 Ⅳ ＳＳＣＯＰのデフォルトウインドウサイズ【ＪＴ－Ｑ２１１０に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 広帯域ＩＳＤＮ ＮＮＩシグナリング用ＡＡＬサービス依存コーディネーション  

          機能（ＳＳＣＦ－ＮＮＩ）  

 

１．序 文 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

２．参 照 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

３．ＮＴＴ－Ｑ２１４０で使われている略語と用語  【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

４．概 説 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

５．ＮＮＩのＳＡＡＬサービス 

 ＳＳＣＦ．ＮＮＩは、ＮＮＩのＳＡＡＬのプロトコルスタックの中で最上位に位置するサブレイヤである。

構造的にＳＳＣＦ．ＮＮＩは、以下に記述されるように、ＳＡＡＬ全体としての サービスをＳＡＡＬユー

ザに提供するために、自身の機能と組み合わせて下層のＳＡＡＬサブレイヤのサービスを利用する。 

 

 ＮＮＩのＳＡＡＬは、個々のシグナリングデータリンク上にシグナリングメッセージを転送するシグナリ

ングリンク機能を提供する。ＳＡＡＬ機能は２つのシグナリングポイント間の確認型シグナリングメッセー

ジ転送のためのシグナリングリンクを提供する。 

 

 送信側上位レベルによって配信されるシグナリングメッセージは、可変長のプロトコルデータユニット

（ＰＤＵ）としてシグナリングリンク上を転送される。シグナリングリンクの適切な動作のために、ＰＤＵ

はシグナリングメッセージの情報内容に加えて転送制御情報を含む。 

 

 ＮＮＩにおけるＳＡＡＬのサービスには以下のものが含まれる。 

 ａ．確認型データ転送 

    ＳＡＡＬサービスは、ポイント・ポイントのＡＴＭコネクション上でＳＡＡＬサービスユーザデー

タの転送を提供する。メッセージの特定とアライメント、エラー検出や訂正は、ＳＡＡＬの確認型デ

ータ転送サービスの一部である。ＳＡＡＬは、最小５オクテットから▼最大１０２４オクテット▲（Ｓ

Ｄ－ＰＤＵの最大情報長ｋ）までのオクテット単位のＳＤＵの転送をサポートする。 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 ＳＡＡＬサービスは一般にデータの紛失、誤挿入、ビット誤り、順序誤りからユーザを救済するが、

ＡＴＭアダプテーションレイヤにおいて誤りが回復できない場合は、ＳＤＵの二重送信や紛失が発生

する可能性がある。 

 ｂ．情報転送の透過性 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 ｃ．確認型データ転送のためのＳＡＡＬコネクションの設定と解放 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 ｄ．ＳＤＵ回収 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 ｅ．シグナリングリンクエラー監視 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 ｆ．フロー制御 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 
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６．ＮＮＩ上のＳＳＣＦの機能       

本節では、ＮＮＩ上にあるＳＳＣＦの機能理解の一助となるよう書かれている。状態遷移表（第１２章） 

は、本ＳＳＣＦの完全な仕様である。以下の文章が第１２章と矛盾する場合は、第１２章に従う。下記の機

能記述で使用されているプリミティブと信号の定義は、第７、第８、および第９章に記述されている。 

 

6.1 同位間メッセージがない場合の機能 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.1.1 マッピング 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.1.2 ローカル回収 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.1.3 フロー制御 

 ＳＳＣＦは、実装に依存した別機能から輻輳を通知される。これは、ＳＡＡＬユーザへＡＡＬ－リンク輻

輳－表示およびＡＡＬ－リンク輻輳解除－表示の各プリミティブによって表示される。ＮＴＴ－Ｑ７０４の

節３．８に、輻輳判定のためのいくつかのガイドラインが示されている。 

 不必要なセル損失を防ぐため、ＡＡＬ共通部へのＰＤＵフローを制御するのはＳＡＡＬの責任である。Ｓ

ＡＡＬは、下位サブレイヤの転送能力の限界を越えないという保証が得られない限り、ＰＤＵを下位サブレ

イヤに転送すべきではない。実際の輻輳制御方法は、実装に依存する。たとえば、サブレイヤ間のインタフ

ェースは、この制御を実現するための有限長キューでモデル化されうる。従って、ＳＡＡＬはこの情報に基

づいて下位サブレイヤへのＰＤＵフローを調整できる。 

 

6.1.4 リンク状態変更 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.1.5 レイヤマネージメントへの報告 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.2 同位間メッセージを伴う機能 

ＳＳＣＦによって実行される機能には、同位間通信を利用するものがある。そのような通信では、４オクテ

ット固定長のＰＤＵを用いる。各種ＡＡ－設定、ＡＡ－解放の各信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータか、ま

たはＡＡ－データ信号のＭＵパラメータを使って、これらのＰＤＵをやり取りしてもよい。有効なＭＴＰ－

３のＰＤＵ長は全て４オクテットを越えているので、メッセージ長による簡単な識別で、リンクの正常動作

中であってもまたメッセージの回収中であっても、ＳＳＣＦ－ＰＤＵがＭＴＰ－３に誤って配信されるのを

防ぐことができる。ＡＡ－データ－表示信号がＳＳＣＦによって受信され、ＭＵパラメータ長が４オクテッ

トより大きい場合、ＭＵパラメータの内容はＡＡＬ－受信メッセージ－表示プリミティブによりＭＴＰ－３

に配信される。パラメータ長が４オクテットの場合には、ＭＵパラメータの内容はＳＳＣＦ内で処理される。

パラメータ長が４オクテットより小さい場合には、ＭＵは廃棄される。 

 

6.2.1 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.2.2 初期設定手順 

 ＳＳＣＦはＳＡＡＬユーザのためにコネクションを設定するとき、初期設定手順の中の複数の状態（ステ

ージ）を通る。ステージには、非運用ステージ、初期設定ステージ、検証ステージ、初期設定完了ステージ、

運用中ステージがある。図１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に初期設定手順の概要を示す。図には手順中で異なるス

テージへ移るきっかけとなるイベントも示している（これらのイベントについては正式には本仕様の後の章
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で記述する）。 

 初期設定手順は、リンクを運用中状態にする前にその品質を確認するのに利用できる。初期設定手順は、

レイヤマネージメントのエラー監視機能に依存する。 

 通常、ＳＳＣＦは、ＳＡＡＬユーザが決定した検証期間（通常または緊急）に従ってリンクの検証を行う。

しかしＳＡＡＬレイヤマネージメントは通常の決定プロセスを無効にして、強制的にリンクを検証させる事

や、検証を取りやめさせる事ができる。 
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▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

初期設定手順の概要 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 
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以下に初期設定成功時の過程の概要を示す。 

ステップ１： 初期設定ステージ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

ステップ２： 検証ステージ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

ステップ３： 初期設定完了ステージ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

6.3 ＮＮＩ用シグナリングプロトコルスタック 

 ＡＡＬ情報フローと、ＮＮＩ上のＡＴＭレイヤ内で定義されたポイント・ポイントシグナリングバーチャ

ルチャネルとの関係を、図２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。この図を見ればまた、プロトコルスタック内の

各種の機能ブロックがどのように「隣接部」と関連しているかが分かる。 

 

 図２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０は次のような特性を示す。 

 １）シグナリングサポート用に、ＡＡＬ－ＳＡＰ内のコネクションエンドポイントとＡＴＭ－ＳＡＰ内の

コネクションエンドポイント間に１対１の対応が存在する。 

 ２）ＡＡＬ内において、基本的にはＡＡＬコネクションに関する情報のやりとりは、ＰＤＵタイプ（下か

ら上の方向）、あるいは、プリミティブタイプ（上から下の方向）により生成されなければならない。 

 ３）本コネクションは、ポイント・ポイントコネクションとしてＡＡＬユーザに利用でき、確認型情報転

送用にＡＡＬプリミティブにもとづき確認型情報転送を提供する。 
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▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩにおけるシグナリングプロトコルスタック 

 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 
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７．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとレイヤ３間の境界の定義 

 

7.1 プリミティブ 

 ＮＮＩ上のＳＡＡＬユーザをサポートするために必要なプリミティブを表１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示

す。これらのプリミティブ名は、ＭＴＰレベル２とＭＴＰレベル３との間でやり取りされるメッセージ名と

同じである。 

 

▼ 

表１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＡＡＬとＭＴＰ－３の間のプリミティブ 

 タイプ パラメータ メッセージ 

プリミティブ名 要

求 

表

示 

応

答

確

認

ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾕﾆｯﾄ 

FSNC BSNT 輻輳 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

ユニット 

内  容 

AAL-送信メッセージ ○    ○    レベル３同位間

メッセージ 

AAL-受信メッセージ  ○   ○    レベル３同位間

メッセージ 

AAL-リンク輻輳  ○      ○(注 1)  

AAL-リンク輻輳解除  ○        

AAL-緊急 ○         

AAL-緊急解除 ○         

AAL-停止 ○         

AAL-開始 ○         

AAL-インサービス  ○        

AAL-ｱｳﾄｵﾌﾞｻｰﾋﾞｽ  ○        

AAL-BSNT 回収 ○         

AAL-回収要求_FSNC ○     ○    

AAL-回収メッセージ  ○   ○    回収される 

メッセージ 

AAL-回収完了  ○        

AAL-BSNT    ○   ○   

AAL-BSNT 回収不可能    ○      

（注１）国内オプションについてはＮＴＴ－Ｑ７０４を参照のこと。 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

表１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０で定義したプリミティブは、表２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０で示すように使用される。  
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▼ 

表２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩプリミティブの使用 

プリミティブ 動作 

AAL－送信メッセージ データを送信するためにＡＡＬユーザが使用 

AAL－受信メッセージ データを配信するためにＡＡＬが使用 

AAL－リンク輻輳 送信側輻輳表示 

AAL－リンク輻輳解除 輻輳解除表示 

AAL－緊急 リンク検証状態の短縮を表示 

AAL－緊急解除 通常リンク検証状態への復帰を指示 

AAL－停止 同位間通信の停止 

AAL－開始 通信確立に使用 

AAL－インサービス リンク利用可 

AAL－アウトオブサービス リンク利用不可 

AAL－BSNT 回収 回収すべきＢＳＮＴを要求 

AAL－回収要求_FSNC 配信されるべき未確認応答メッセージの要求 

AAL－回収メッセージ 未確認応答メッセージの配信 

AAL－回収完了 完了した未確認応答メッセージの配信 

AAL－BSNT ＢＳＮＴ値の配信 

AAL－BSNT 回収不可能 ユーザにＢＳＮＴが回収不可であることを通知 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－６４ 

7.2 状態遷移図 

 ＳＡＡＬユーザから見たＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図を図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。 

 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＡＡＬユーザからみたＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

８．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の境界の定義 

 

8.1 ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号レパートリー 

 ＮＮＩでのＳＳＣＦを詳細に記述するために、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号を定義しなければならない。

ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間に定義されたサービスアクセスポイントがないという事実を考慮して、「プリミテ

ィブ」の代わりに「信号」という用語が使用される。 

（注）信号のタイプはプリミティブと同様“要求”、“表示”、“応答”、“確認”がある。 

 ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間のＡＡ信号は表３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に定義されている。 

AAL－ BSNT 回収－要求  
AAL－回収要求 _FSNC－要求  
AAL－回収メッセージ－表示  
AAL－回収完了－表示  
AAL－ BSNT－確認  
AAL－ BSNT 回収不可能－確認  
AAL－緊急－要求  
AAL－緊急解除－要求  
 AAL－停止－要求  

AAL－アウトオブサービス－表示

AAL－開始－要求  
AAL－停止－要求  
AAL－アウトオブサービス－表示

AAL－緊急－要求  
AAL－緊急解除－要求  
AAL－リンク輻輳－表示  
AAL－リンク輻輳解除－表示  

AAL－インサービス－表示  

AAL－送信メッセージ－要求  
AAL－受信メッセージ－表示  
AAL－リンク輻輳－表示  
AAL－リンク輻輳解除－表示  

 
非運用 

１ 

 
初期設定 

２ 

 
運用中 

３ 
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▼ 

表３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間で認められているパラメータと信号 

機 能 SSCFが生成する信号 SSCOPが生成する信号 

設定 AA-設定-要求 

（SSCOP-UU, BR) 

AA-設定-応答 

（SSCOP-UU, BR) 

AA-設定-表示 

（SSCOP-UU) 

AA-設定-確認 

（SSCOP-UU） 

確認型データ転送 AA-データ-要求（MU） AA-データ-表示 

（MU, SN） 

解放 AA-解放-要求 

（SSCOP-UU) 

AA-解放-表示 

（SSCOP-UU, Source) 

AA-解放-確認（－） 

再同期（注） 

 

 AA-再同期-表示 

（SSCOP-UU） 

データ回収 AA-回収-要求（RN） AA-回収-表示（MU） 

AA-回収完了-確認（－） 

エラー回復 AA-回復-応答（－） AA-回復-表示（－） 

（－）：パラメータが無い信号 

（注）SSCOPが生成する可能性のある信号だが、実際には生成しない。 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 これらの信号の定義は次の通り。 

 ａ．「ＡＡ－設定」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・コ

ネクションの設定に使用される。 

 ｂ．「ＡＡ－解放」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・コ

ネクションの終了に使用される。 

 ｃ．「ＡＡ－データ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＤＵの、確認型のポイント・ポイント転

送に使用される。 

 ｄ．「ＡＡ－再同期－表示」信号は、同位ユーザがＳＳＣＯＰコネクションの再同期を起動したことを 

   知らせる。本サービスは、ＮＮＩではサポートされない。 

 ｅ．「ＡＡ－回復」信号は、プロトコル誤りから回復するまでの間に使用される。 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】 

▽ｆ．「ＡＡ－ユニットデータ表示」信号は、同位ユーザがポイント・ポイントの同位ユーザエンティティ

間の非確認型ＳＤＵ転送を起動したことを通知する。本サービスは、ＮＮＩではサポートされない。

△ 

 ｇ．「ＡＡ－回収」信号は、転送するためにユーザから渡されながら、まだ送信側から解放されていない

ＳＤＵの回収に使用される。 

 ｈ．「ＡＡ－回収完了」信号は、ＳＳＣＯＰユーザに返すべきＳＤＵが、これ以上無いことの通知に使用

される。 

 

 ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの間のパラメータ信号は、ＮＴＴ－Ｑ２１１０にも定義されている。もし、二つの

定義の間に違いがある場合はＮＴＴ－Ｑ２１１０の方を採用する。これらのパラメータ の定義は次の通り。 

        【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】 

 「メッセージユニット（ＭＵ）」パラメータは、可変長メッセージを伝えるための情報転送の間

に使用される。ＡＡ－データ－要求信号内のＭＵパラメータは、ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ上の情報フィ

ールドにそのまま設定される。ＡＡ－データ－表示信号▽とＡＡ－ユニットデータ－表示信号△内
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のＭＵパラメータには、受信したＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドの内容が含まれる。 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】 

▽ＡＡ－ユニットデータ－表示信号内のＭＵパラメータの内容は廃棄される。△ 

ＡＡ－回収－表示信号内のＭＵパラメータには、まだ出力を終えていない送信キューかあるいは送

信バッファから、ＳＳＣＦに回収のために返されるメッセージユニットが含まれる。ＭＵは１オク

テットの整数倍である。 

 「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータは、コネクション制御の間に可変

長のユーザ間メッセージを転送するために使用される。ＳＳＣＯＰ－ＵＵは、存在する場合は１オ

クテットの整数倍である。ＳＳＣＯＰ－ＵＵは、ヌル（データがない）でもよい。 

 「Ｓｏｕｒｃｅ」パラメータは、ＳＳＣＯＰユーザに、ＳＳＣＯＰレイヤあるいは同位ＳＳＣＯ

Ｐユーザのいずれがコネクション解放を起動したかを表示する。このパラメータは二つの変数“Ｓ

ＳＣＯＰ”もしくは“Ｕｓｅｒ”のどちらか一方をとる。“ＳＳＣＯＰ”が表示された場合、ＳＳ

ＣＦはＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータが存在した場合でも内容を廃棄する。 

 「バッファ解放（ＢＲ）」パラメータは、送信側がコネクション解放時にバッファを解放してよ

いかを表示する。このパラメータは、選択的に確認されたメッセージの解放も許容する。“Ｙｅｓ”

の値の時は送信バッファと送信キューを解放してよいことを表し、“Ｎｏ”の値の時は送信バッフ

ァと送信キューを解放してはいけないことを表す。 

 「シーケンス番号（ＳＮ）」パラメータは、ＳＳＣＯＰで受信されＳＳＣＦに配信されるＳＤ－

ＰＤＵ内に設定されたＮ（Ｓ）ＰＤＵパラメータの値を表示し、データ回収の操作に利用される。 

 「回収番号（ＲＮ）」は、データ回収のために利用される。ＲＮ＋１の値は、最初に回収される

べきＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を表す。値“Ｕｎｋｎｏｗｎ”は、未送信のＳＤ－ＰＤＵだけが

回収されることを表す。値“Ｔｏｔａｌ”は、送信バッファと送信キューの両方から全てのＳＤ－

ＰＤＵが回収されるべきことを表す。 

 

 ＮＮＩでのＳＡＡＬユーザがデータ回収サービスを利用できるようにするため、ＢＲパラメータは、ＮＮ

Ｉ用ＳＳＣＦでは常に“Ｎｏ”の値が設定されなければならない。 

 

8.2 ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号シーケンス 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

９．ＳＳＣＦとレイヤマネージメント間の境界の定義 

 

 ＳＳＣＦとレイヤマネージメント間の信号は、表４／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に定義されている。 

表４／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 これらの信号は以下のように定義される。 

 

 「ＭＡＡＬ－検証－表示」は、コネクションの検証を開始するために使用される。 

 「ＭＡＡＬ－検証停止－表示」は、検証手順が終了したことを示すために使用される。 

 「ＭＡＡＬ－検証失敗－応答」は、検証に失敗したことをＳＳＣＦに対して通知する ために使用される。 

 「ＭＡＡＬ－強制検証－要求」 は、レイヤマネージメントが検証を行うモードを要求していることを示す。 

 「ＭＡＡＬ－強制緊急－要求」は、レイヤマネージメントが検証を行わないモードを要求していることを

示す。 
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 「ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求」は、レイヤマネージメントは検証モードとして、“緊急”でも“通

常”でもない“ニュートラル”であることを示す（表７／ＮＴＴ－Ｑ２１４０および表８／ＮＴＴ－Ｑ

２１４０を参照）。 

 「ＭＡＡＬ－解放－要求」は、コネクションを解放するのに使用される。 

 「ＭＡＡＬ－報告－表示」は、レイヤマネージメントにＳＳＣＦが検出したイベントを通知するために使

用される。一般的構造を以下に示す。 

 「ＭＡＡＬ－報告－表示（“下位境界条件”、“上位境界条件”、“例外的状況下での理由”）」 

 ここで、 

 “下位境界条件”は、パラメータ値として“ＬＲ”、“ＲＲ”、“ＳＲ”、“－”のいずれかに設定

される。 

 “上位境界条件”は、パラメータ値として“ＡＬＮ”、“ＩＮＳ”、“ＯＯＳ”、“－”のいずれか

に設定される。 

 “例外的状況下での理由”は、パラメータ値として“ＡＮＳ”、“ＣＣ”、“ＣＤ”、“ＰＥ”、“Ｐ

ＤＵＴ”、“ＳＲＥＣ”、“ＳＳＣＯＰ－ＵＵ”、“ＵＤＲ”、“－”のいずれかに設定される。 

 

 パラメータ値の略号： 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号のパラメータ値とその他のＭＡＡＬ信号によってレイヤマネージメントに

対してＳＳＣＦの状態が明解に伝わる。（表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０にその伝達の様子が示されている。） 

 

 

１０．同位間通信用プロトコルエレメント 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

１１．デフォルトパラメータおよびタイマ 

 

 本節では、シグナリングをサポートするために使用されるデフォルトＳＳＣＯＰパラメータを定義する。

表５／ＮＴＴ－Ｑ２１４０でデフォルトプロトコルパラメータを示す。 

▼本仕様では、６４ｋｂ／ｓに比べて高速なリンクを使用するため、表５／ＮＴＴ－Ｑ２１４０のパラメー

タ値及びタイマ値を推奨する。パラメータおよびタイマ用の適切な値は、サービス要求条件、リンク品質、

リンク速度、往復遅延、および、受信側の並べ替えバッファのサイズに依存する。したがって、実装では調

整可能とすること。ＮＮＩにおいて、Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ、Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ、Ｔｉ

ｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ、およびＴｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥのデフォルト値は、信号リンクに障害が発生

した事を迅速に検出できるように設定する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 以下のパラメータおよびタイマがＮＮＩ上のＳＳＣＦ内で使用される。 

 ｎ１： 通常の検証中に送られるＰＤＵの数 

 Ｔ１： 初期設定手順中でのリンク切断動作からの次のリンク再設定動作までの時間 

 Ｔ２： ＳＳＣＦの初期設定ステージ完了待ち時間 

 Ｔ３： 検証用ＰＤＵの送信間隔 

 

 プロトコルタイマの許容誤差については、本仕様の範囲外である。 
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▼ 

表５／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

パラメータおよびタイマのデフォルト値 

 

リンク速度とデフォルト値 (Mbit/s) 
パラメータまたはタイマ 

０．３８４ ０.７６８ １.５３６ 

ＳＳＣＯＰパラメータとタイマ 

ｋ １０２４ （オクテット） （注１） 

ｊ ４ （オクテット） 

ＭａｘＣＣ ４ （個） 

ＭａｘＰＤ ５７ ５１ ４６ （個） 

Ｔｉｍｅｒ_ＣＣ ２００ ｍｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ １００ ｍｓ（注２） 

Ｔｉｍｅｒ_ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ １ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＰＯＬＬ ３２ ｍｓ（注２） 

Ｔｉｍｅｒ_ＩＤＬＥ １００ ｍｓ 

Ｍａｘ ＳＴＡＴ ６７ 

デフォルトウインドウズサイズ ６９ １２８ 

ＳＳＣＦパラメータとタイマ 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ1 ５ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ2 ３０ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ3 １０ ｍｓ 

ｎ1 １０００ （個） 

 

（注１） ＮＴＴ－Ｑ７０３のサービスを提供する信号リンクと相互接続する場合は２７４バイト以下 

（ＳＩＦ＋ＳＩＯ＋ＰＲＩ） 

（注２） Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥおよびＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬについては、最初の満了が規定

値よりも早く起こるかどうかは問題ではないが、以降の満了は規定値の許容誤差内に起こること。 

（注３） 表５/ＮＴＴ－Ｑ２１４０以外の値を設定する場合、信号リンクの性能および品質が低下する場

合がある。 

▲  

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

１２．ＮＮＩ上のＳＳＣＦの状態遷移表 

 

 本節は、表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示した、ＮＮＩ上のＳＳＣＦの状態遷移表を含む。本ＳＳＣＦは、

ＡＡＬコネクションエンドポイントでサービスを提供し、これらのサービスは、図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０

で定義の状態遷移図に従ってＡＡＬプリミティブにより起動される。ＳＳＣＦはＳＳＣＯＰサブレイヤによ

り提供されるサービスを使用し、これらのサービスは、図４／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（注）で定義の信号シー

ケンス用の状態遷移図に従ってＡＡ信号により起動される。ＳＳＣＦはまた、ＳＳＣＳレイヤマネージメン

トと相互動作し、管理プレーン機能を起動および中止する。 
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 （注）図４／ＮＴＴ－Ｑ２１４０は図２／ＮＴＴ－Ｑ２１１０で示されたＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯ

Ｐ間状態遷移図の抜粋である。 

 

 ＳＳＣＦは、サービスユーザからのプリミティブの受信、および／または、サービス提供者からの信号の

受信（ＳＳＣＯＰからのＡＡ信号またはＭＡＡＬ信号）の結果として、それらに応じた適当なプリミティブ

（ＭＴＰ－３境界）、および／または、信号（ＳＳＣＯＰとの境界またはＳＳＣＦ ＬＭとの境界）を発行

することにより、プリミティブと信号のマッピングを実行する。状態遷移表は概念的なものであり、実装時

に設計者が状態を分割することを妨げるものではない。あるイベントに対しては、いくつかの状態で同じ動

作があり、このことを実装時に利用してもよい。 

 

 ＳＳＣＦステートマシーンの状態は、ＳＳＣＦの下位境界、上位境界およびＬＭ境界の状態を反映するよ

うに番号付けされている。これらのＮＮＩのＳＳＣＦの複合状態番号は、３つの番号の組み合わせＲ／Ｓ／

Ｔで番号付けされる。ここで、Ｒは、ＡＡＬ－プリミティブシーケンス後の上位境界の状態（図３／ＮＴＴ

－Ｑ２１４０参照）、Ｓは、ＡＡ－信号シーケンス後の下位境界の状態（図４／ＮＴＴ－Ｑ２１４０参照）、

Ｔは、ＭＡＡＬ－信号のシーケンス後のＬＭ境界の状態である。状態番号は下記の通りである。 

 

 上位状態 ＳＳＣＦが認識するＳＳＣＯＰとの境界 ＬＭ状態 

 １ 非運用状態 １ アイドル １ 非運用状態 

 ２ 初期設定状態 ２ 出側コネクション起動中 ２ 初期設定状態 

 ３ 運用中状態 ３ 入側コネクション起動中 ３ 検証状態 

 ４ 出側切断起動中 ４ 初期設定完了状態 

 ６ 入側再同期起動中 ５ 運用中状態 

 ８ 回復応答待機中 

 １０ データ転送可能 

 

 次のような状態が定義される。 

１／１／１ 非運用／アイドル 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

１／４／１ 非運用／出側切断起動中 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

２／１／２ 初期設定／アイドル 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

２／２／２ 初期設定／出側接続起動中 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

２／４／２ 初期設定／出側切断起動中 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

３／１０／５ 運用中／データ転送可能 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

２／１０／３ 検証中／データ転送可能 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

２／１０／４ 初期設定完了／データ転送可能 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 付図３－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０は、ＮＮＩ上のＳＳＣＦと隣接する機能ブロック間のプリミティブおよ

び信号の概要を示す。 

 

 表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０中のイベントは、上位境界におけるプリミティブ、下位境界における信号、お

よびレイヤマネージメントとの境界におけるプリミティブである。 

 

 ＳＳＣＦは３つの内部フラグ（ＩＮＳフラグ、ＭＰＳおよびＵＰＳ）を持ち、次のような値をとることが
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できる。 

 ＩＮＳフラグ： 真または偽。表中では各々１または０と示す。 

 ＭＰＳ： 通常（ＮＭ）、緊急（ＥＭ）またはニュートラル（Ｎ）。 

 ＵＰＳ： 通常（ＮＭ）または緊急（ＥＭ）。 

 フラグの初期値は次の通りである。 

 ＩＮＳフラグ：未定義 

 ＵＰＳ＝通常 

 ＭＰＳ＝ニュートラル 

 

 以下の各項は状態遷移表全体にわたって適用される。 

 １：ＭＡＡＬ－報告－表示信号のパラメータが“ＳＳＣＯＰ－ＵＵ”の場合には、受信ＳＳＣＯＰ－ＵＵ

フィールドのＰＤＵタイプが、ＭＡＡＬ－報告－表示信号のイベント依存情報パラメータに転送され

る。 

 ２：受信ＳＳＣＦ－ＰＤＵの予約フィールドの内容は無視される。 

 ３：ローカルにおいて正しく実装されるならば、“不正”となっているＭＴＰ－３から受信したプリミテ

ィブおよびＳＳＣＯＰから受信した信号は発生しないはずである。表６／ＮＴＴ－Ｑ２１ ４０中で

“不正”となっているイベントの中には、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界における衝突に起因して発生

するものがありうるが、ここでは発生しないと仮定している。 

 ４：実装依存のプロセスによりＳＡＡＬが自分の受信側の輻輳を検出すると、ＳＡＡＬはＳＳＣＯＰクレ

ジット（与えられているウインドウ）を減らすことにより着信メッセージのフローを減らす。ＳＡＡ

ＬがＳＳＣＯＰウインドウを設定するプロセスは、実装に依存する。 

 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（１／１０ ～ ２／１０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

▼ 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（３／１０） 

状態 

 

 

起動中 SSCF タイマ 

非運用／ 

アイドル 

1/1/1 

非運用／ 

出側切断起動中 

1/4/1 

初期設定／ 

アイドル 

2/1/2 

Timer_T1,Timer_T2 

初期設定／出側コ

ネクション起動中 

2/2/2 

Timer_T2 

イベント     

AA-データ-表示 

MU = 4 オクテット 

かつ 

PDU タイプ＝INS 

の場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-データ-表示 

MU = 4 オクテット 

かつ 

PDU タイプ＝NM 

の場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-データ-表示 

MU が上記以外 

（注８）の場合 

不正 不正 不正 不正 
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AA-再同期-表示 不正 不正 不正 不正 

AA-回復-表示 不正 不正 不正 不正 

AA-回収-表示 

 

IF MU > 4 ｵｸﾃｯﾄ 

THEN 

AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ-表示

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ:＝MU} 

ELSE 

MU 廃棄 

1/1/1 

IF MU > 4 ｵｸﾃｯﾄ 

THEN 

AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ-表示

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ:＝MU} 

ELSE 

MU 廃棄 

1/4/1 

不正 不正 

AA-回収完了-表示 

 

AAL-回収完了-表示 

1/1/1 

AAL-回収完了-表示 

1/4/1 

不正 不正 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（４／１０ ～ ６／１０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

▼ 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（７／１０） 

状態 

 

 

起動中 SSCF タイマ 

初期設定／ 

出側切断起動中 

2/4/2 

Timer_T2 

 

運用中／ 

データ転送可能 

3/10/5 

検証／ 

データ転送可能 

2/10/3 

Timer_T2,Timer_T3 

初期設定完了／ 

データ転送可能 

2/10/4 

Timer_T2 

イベント     

AA-設定-表示 

SSCOP-UU=EM,NM の場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-設定-表示 

SSCOP-UU =上記以外の

場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-設定-確認 

SSCOP-UU=EM,NM の場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-設定-確認 

SSCOP-UU =上記以外の

場合 

不正 不正 不正 不正 

AA-解放-表示 

Source = USER 

の場合 

 

不正 AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

MAAL-報告-表示 

{RR,OOS,SSCOP-UU} 

UPS := NM 

1/1/1 

MAAL-報告-表示 

{RR,-,SSCOP-UU} 

MAAL-検証停止-表示 

Timer_T1 起動 

Timer_T3 解除 

2/1/2 

MAAL-報告-表示 

{RR,-,SSCOP-UU} 

Timer_T1 起動 

 

 

2/1/2 

AA-解放-表示 

Source = SSCOP 

の場合 

 

不正 AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

MAAL-報告-表示 

{SR,OOS,-} 

UPS := NM 

 

1/1/1 

MAAL-報告-表示 

{SR,-,-} 

MAAL-検証停止 

-表示 

Timer_T1 起動 

Timer_T3 解除 

2/1/2 

MAAL-報告-表示 

{SR,-,-} 

Timer_T1 起動 

 

 

 

2/1/2 

AA-解放-確認 

 

Timer_T1 起動 

2/1/2 

不正 不正 不正 

AA-データ-表示 

MU > 4 オクテットの場

合 

 

不正 AAL-受信メッセージ-

表示 

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ:＝MU} 

 

 

 

3/10/5 

MAAL-報告-表示 

{LR,-,PE} 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

MAAL-検証停止-表示 

Timer_T3 解除 

2/4/2 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE}

MAAL-報告-表示 

{LR,-,PE} 

 

 

2/4/2 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 
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▼ 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（８／１０） 

状態 

 

 

起動中 SSCF タイマ 

初期設定／ 

出側切断起動中 

2/4/2 

Timer_T2 

運用中／ 

データ転送可能 

3/10/5 

検証／ 

データ転送可能 

2/10/3 

Timer_T2,Timer_T3 

初期設定完了／ 

データ転送可能 

2/10/4 

Timer_T2 

イベント     

AA-データ-表示 

MU = 4 オクテット 

かつ 

PDU タイプ= INS 

の場合 

 

不正 AA-解放-要求 

{SSCOP-UU :=PE} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

MAAL-報告-表示 

{LR,OOS,PE} 

UPS := NM 

1/4/1 

INS フラグ:＝1 

 

 

 

 

 

 

2/10/3 

AAL-インサービス-表

示 

MAAL-報告-表示 

{-,INS,-} 

Timer_T2 解除 

 

 

3/10/5 

AA-データ-表示 

MU=4 オクテット 

かつ 

PDU タイプ＝NM 

の場合 

 

不正 AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

MAAL-報告-表示 

{LR,OOS,PE} 

UPS := NM 

1/4/1 

 

 

 

 

 

 

 

2/10/3 

 

 

 

 

 

 

 

2/10/4 

AA-データ-表示 

MU が上記以外 

（注８）の場合 

不正  

 

3/10/5 

 

 

2/10/3 

 

 

2/10/4 

AA-再同期-表示 

 

不正 AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

MAAL-報告-表示 

{LR,OOS,PE} 

UPS := NM 

1/4/1 

MAAL-報告-表示 

{LR,-,PE} 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

MAAL-検証停止-表示 

Timer_T3 解除 

2/4/2 

MAAL-報告-表示 

{LR,-,PE} 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

 

 

 

2/4/2 

AA-回復-表示 

 

不正 AA-回復-応答{-} 

MAAL-報告-表示 

{-,-,SREC} 

 

 

 

 

3/10/5 

MAAL-報告-表示 

{LR,-,PE} 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := PE} 

MAAL-検証停止-表示 

Timer_T3 解除 

2/4/2 

AA-回復-応答{-} 

MAAL-報告-表示 

{-,-,SREC} 

 

 

 

 

2/10/4 

AA-回収-表示 不正 不正 不正 不正 

AA-回収完了-表示 不正 不正 不正 不正 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 
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▼ 

                 表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（９／１０） 

状態 

 

 

起動中 SSCF タイマ 

初期設定／ 

出側切断起動中 

2/4/2 

Timer_T2 

運用中／ 

データ転送可能 

3/10/5 

検証／ 

データ転送可能 

2/10/3 

Timer_T2,Timer_T3 

初期設定完了／ 

データ転送可能 

2/10/4 

Timer_T2 

イベント     

MAAL-検証失敗-応答 

 

不正 不正 AA-解放-要求 

{SSCOP-UU:=PNS} 

Timer_T3 解除 

2/4/2 

不正 

MAAL-解放-要求 

 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

Timer_T2 解除 

UPS := NM 

 

 

 

1/4/1 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := MI} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

UPS := NM 

 

 

1/4/1 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := MI} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

Timer_T2,Timer_T3 解

除 

UPS := NM 

1/4/1 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU := MI} 

AAL-アウトオブサー

ビス-表示 

Timer_T2 解除 

UPS := NM 

 

1/4/1 

MAAL-強制検証-要求 MPS := NM 

2/4/2 

MPS := NM 

3/10/5 

MPS := NM 

2/10/3 

MPS := NM 

2/10/4 

MAAL-強制緊急-要求 MPS := EM 

2/4/2 

MPS := EM 

3/10/5 

MPS := EM 

2/10/3 

MPS := EM 

2/10/4 

MAAL-強制モード解除-

要求 

MPS := N 

2/4/2 

MPS := N 

3/10/5 

MPS := N 

2/10/3 

MPS := N 

2/10/4 

ローカル輻輳 

（注５） 

実装に依存する 

（注６） 

 

 

 

 

2/4/2 

AAL-リンク輻輳-表示

{level} 

MAAL-報告-表示 

{-,-,CD} 

3/10/5 

AA-解放-要求 

{SSCOP-UU :=PNS} 

MAAL-報告-表示 

{LR,-,CD} 

MAAL-検証停止-表示 

Timer_T3 解除 

2/4/2 

AAL-リンク輻輳-表示

{level} 

MAAL-報告-表示 

{-,-,CD} 

2/10/4 

ローカル輻輳解除 

（注５） 

MAAL-報告-表示 

{-,-,CC} 

 

 

2/4/2 

AAL-リンク輻輳解除-

表示 

MAAL-報告-表示 

{-,-,CC} 

3/10/5 

不正（注７） AAL-リンク輻輳解除-

表示 

MAAL-報告-表示 

{-,-,CC} 

2/10/4 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（１０／１０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

（注１）Ｎ１の生成手続きは表７／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。 

（注２）ＳＳＣＯＰ－ＵＵ領域の生成規則は表８／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】 

▽（注３）“ｌｅｖｅｌ”は、標準ＪＴ－Ｑ７０４で記述されている国内オプションの一部として使われる。△ 

（注４）ＢＳＮＴは、ＳＳＣＯＰから一番最後に受信されたＡＡ－データ－表示のシーケンス番号ＳＮである。 

（注５）ローカル輻輳の検出は実装に依存する。 

（注６）このイベントに関するこれ以上の動作は実装に依存する。 

（注７）この“不正”は、ローカル輻輳が解除されないかぎり状態２／１０／３にならないという要求条件を示して

いる。しかしながら、この要求条件に適合させる機構は実装に依存する。 

（注８）上記以外とは、ＡＡ－データ－表示においてＭＵ＜４オクテットの場合、または、ＭＵ＝４オクテットでか

つＰＤＵタイプが（ＮＭまたはＩＮＳ）以外 

 

表７、表８／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 
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付属資料 Ａ プロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式 （ＮＴＴ－Ｑ２１４０に対する） 

 

Ａ．１ 概 説 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】  

 

Ａ．２ 略号および特殊シンボル 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

Ａ．３ ＰＩＣＳ様式を完成させるための指示 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

Ａ．４ 適合性の全体的な宣言 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

Ａ．５ ＳＳＣＯＰ（ＮＴＴ－Ｑ２１１０） 

 

A.5.1 プロトコル能力（ＰＣ）－ＳＳＣＯＰ 

▼ 

項目  プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

PC1 ＩＵＴがキープアライブ機能をサポートしているか？ Ｍ NTT-Q2110 5 e) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC2 ＩＵＴがローカルデータ回収機能をサポートしている

か？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 f) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC3 ＩＵＴがプロトコルエラーのためのＳＳＣＯＰのエラ

ー回復をサポートしているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 i) Yes:＿, No:＿, X:＿

ＩＵＴが状態に無関係に以下のメッセージを認識する

か？ 

 NTT-Q2110 表２  

ＢＧＮ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＢＧＡＫ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＢＧＲＥＪ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＮＤ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＮＤＡＫ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＲ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＲＡＫ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＰＯＬＬ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＴＡＴ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＵＳＴＡＴ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＲＳ Ｏ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＲＳＡＫ Ｏ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＤ Ｍ  Yes:＿, No:＿, X:＿

ＵＤ N/A  Yes:＿, No:＿, X:＿

PC4 

ＭＤ N/A  Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.1 プロトコルエラーがない場合、ＩＵＴが順序保証を伴う

確認型データ転送をサポートしているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 a) h) 

 ; 7.1 j) 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.2 ＩＵＴが非確認型データＰＤＵの送信をサポートして

いるか？ 

N/A NTT-Q2110 5 h) ; 

 7.1 n) 

Yes:＿, No:＿,X:＿ 

PC5.3 ＩＵＴがマネージメントデータＰＤＵの送信をサポー

トしているか？ 

N/A NTT-Q2110 

 7.1 o) 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC6.1 ＩＵＴはＳＳＣＲが起動するローカルユーザの再同期

手順を許すか？ 

N/A NTT-Q2110 5 g) 

 8.1.3 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC6.2 リモートユーザが起動する再同期手順をＩＵＴがサポ

ートしているか？ 

N/A NTT-Q2110 5 g) 

 8.1.3 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC7 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションの設定手順をサポー

トしているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 

 5 g) 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC8 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションの解放手順をサポー

トしているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 

 5 g) 

Yes:＿, No:＿, X:＿
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PC9 ＩＵＴが再送後のポーリングをサポートしているか？ Ｏ NTT-Q2110 SDL 

 図 20 38/51 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC10 ＩＵＴがＳＴＡＴ－ＰＤＵの分割をサポートしている

か？ 

Ｍ NTT-Q2110 

 7.2.5 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC11 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションを開始できるか？ Ｍ NTT-Q2110 

 5 g) 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC12 ＩＵＴが相手同位エンティティからのＳＳＣＯＰコネ

クション設定を拒絶（ＢＧＲＥＪ）できるか？ 

Ｍ NTT-Q2110 SDL 

 図 20 11/51 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC13 ＩＵＴがレイヤマネージメントに対するエラー通知を

サポートしているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 d) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC14 ＩＵＴがプロトコルエラー検出機能をサポートしてい

るか？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 i) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC15 ＳＳＣＯＰコネクションが存在しない場合、ＢＧＮ受信

か、ＳＳＣＯＰユーザからの要求によってのみコネクシ

ョン設定を行うか？ 

Ｍ NTT-Q2110 SDL 

 図 20 5,6,7/51 

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC16 ＳＳＣＯＰがＳＳＣＯＰユーザ間情報の転送を許す

か？ 

Ｍ NTT-Q2110 5 g) ; 

 6.1.2 b) 

Yes:＿, No:＿, X:＿

▲ 

 【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

A.5.2 ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ － プロトコルデータユニット（ＰＤ） 

項目  プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

オクテット転送順序について 

PD1 数字の昇順 

 

Ｍ NTT-Q2110 7.2.1 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

フィールドマッピングについて 

PD2 最下位ビット位置＝最下位桁値 

 

Ｍ NTT-Q2110 7.2.1 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PD3 ＰＤＵフォーマットが、３２ビット単

位か？ 

Ｍ NTT-Q2110 7.2 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

PD4 すべての予約フィールドが“０”で満

たされているか？ 

Ｍ NTT-Q2110 7.2.3 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

 

 

A.5.3 ＳＳＣＯＰシステムパラメータ（ＳＰ） 

項目  プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

SP1 ▼ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ▲ 

－ＰＤＵの最大転送数（ＭａｘＣＣ）

【JT-Q2140 では▼▲の規定が異なる】

Ｍ NTT-Q2110 7.7 a) ;

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP2 ＰＯＬＬ－ＰＤＵ送信前の最大ＳＤ

－ＰＤＵ数（ＭａｘＰＤ） 

Ｍ NTT-Q2110 7.7 b) ;

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP3 ＳＴＡＴの最大リスト要素数 

（ＭａｘＳＴＡＴ） 

Ｍ NTT-Q2110 7.7 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP4 最大ＳＳＣＯＰ－ＳＤＵ長 

 

Ｍ NTT-Q2110 7.2.4 ; Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP5 Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ Ｍ NTT-Q2110 7.6 a) 

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP6 Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ Ｍ NTT-Q2110 7.6 b) ;

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP7 Ｔｉｍｅｒ＿ 

ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ 

Ｍ NTT-Q2110 7.6 c) ;

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP8 Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ Ｍ NTT-Q2110 7.6 c) ;

NTT-Q2140 11 

 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿
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SP9 Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ Ｍ NTT-Q2110 7.6 d) ;

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP10 最大ＳＳＣＯＰ－ＵＵ長は？ Ｍ NTT- Q2110 6.1.2 b) ;

 7.2.4 

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP11 ＩＵＴが最小４オクテットのＳＳＣ

ＯＰ－ＵＵをサポートするか？ 

Ｍ NTT-Q2110 6.1.2 b) ;

 7.2.4 

NTT-Q2140 11 

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

 

Ａ．６ ＮＮＩ上のＳＳＣＦ（ＮＴＴ－Ｑ２１４０） 

 

A.6.1 ＳＳＣＯＰ－ＳＳＣＦ ＮＮＩプロトコル能力（ＳＮＰＣ） 

 本節では、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦを組み合わせた機能ブロックに関する質問を行う。本節は二つのセクシ

ョンに分けられる。一方はＳＳＣＯＰコネクションの設定および解放に関するもの、もう一方はデータ転送

に関するものである。これら二つのセクションには各々二つのサブセクションがある。これら二つのサブセ

クションは、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦを組み合わせた機能ブロックを介した情報フローの方向に関連する。用

語に関して以下の規定がある。 

 －Ｕ－ＮＮＩはＳＳＣＦの上位境界を表す。 

 －ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの間でやり取りされる信号は、ＰＩＣＳ質問表内では［］内に示される。これら

の信号の実装を強制するものではない。 

 －ＸＸ－ＰＤＵはＳＳＣＯＰ同位間メッセージを表す。 

 

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

設定／解放 

ＳＳＣＯＰ→→ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ） 

SNPC1 ＡＡＬ－開始－要求受信後、ＢＧＮ－ＰＤ

Ｕ［ＡＡ－設定－表示］受信で、（ＳＳＣ

Ｆの検証後に）ＡＡＬ－インサービス－表

示をＵ－ＮＮＩで生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

SNPC2 ＳＮＰＣ１に加え、ＳＳＣＯＰは接続要求

［ＡＡ－設定－表示］を受け付けた結果と

してＢＧＡＫ－ＰＤＵを送信するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

SNPC3 ＵＮＩにおいてＩＵＴが運用中状態のと

き、ＳＳＣＯＰ－ＥＮＤ－ＰＤＵ受信で ［Ａ

Ａ－解放－表示］ＡＡＬ－アウトオブサー

ビス表示をＵ－ＮＮＩで生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）→→ＳＳＣＯＰ 

SNPC4 ＡＡＬ－開始－要求［ＡＡ－設定－要求］

（Ｕ－ＮＮＩ）はＳＳＣＯＰＢＧＮ－ＰＤ

Ｕを生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

SNPC5 ＳＳＣＯＰ ＢＧＮの受信もしくはＳＳＣ

ＯＰ ＢＧＮ－ＰＤＵ送信に対するＳＳＣ

ＯＰ－ＢＧＡＫ受信に対して検証状態後、

［ＡＡ設定－確認］をＵ－ＮＮＩで生成す

るか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

SNPC6 ＳＳＣＯＰ接続が存在するならば、ＡＡＬ

－停止－要求［ＡＡ－解放－要求］（Ｕ－

ＮＮＩ）によりＳＳＣＯＰ  ＥＮＤ－ＰＤ

Ｕを生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

     

SNPC6.1 ＩＵＴはＳＳＣＦがローカルユーザ起動の

再同期手順を起動するのを許可するか？ 

Ｐ NTT-Q2110 

 5.0 g) 8.1.3 

Yes:＿, No:＿, X:＿ 
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データ転送 

ＳＳＣＯＰ→→ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ） 

SNPC7 ＩＵＴが運用中状態のとき、ＳＳＣＯＰ  

ＳＤ－ＰＤＵ受信によりＡＡＬ－受信メッ

セージ－表示［ＡＡ－データ－表示］をＵ

－ＮＮＩで生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）→→ＳＳＣＯＰ 

SNPC8 コネクションが設定中でクレジットが利用

可能な場合でＩＴＵが運用中状態のとき、

ＡＡＬ－送信メッセージ－要求［ＡＡ－デ

ータ－要求］（Ｕ＿ＮＮＩ）でＳＳＣＯＰ

ＳＤ－ＰＤＵを生成するか？ 

Ｍ NTT-Q2140 12 表 6 Yes:＿, No:＿, X:＿ 

 

A.6.2 ＮＮＩにおけるＳＳＣＦシステムパラメータ（ＳＮＳＰ） 

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート 

SNSP1 初期設定手順中でのリンク切断動作からの

次のリンク再設定動作までの時間（Ｔ１）

Ｍ NTT-Q2140 11.0 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SNSP2 ＳＳＣＦの初期設定ステージ完了待ち時間

（Ｔ２） 

Ｍ NTT-Q2140 11.0 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

SNSP3 検証用ＰＤＵの送信間隔（Ｔ３） Ｍ NTT-Q2140 11.0 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

 

SNSP4 通常の検証中に送られるＰＤＵの数（ｎ１） Ｍ NTT-Q2140 11.0 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿ 

 

 

 

付録１：ＳＡＡＬのＭＴＰ－３への影響 （ＮＴＴ－Ｑ２１４０に対する） 

 

 本付録では、ＳＡＡＬ上でＭＴＰ－３が使用された場合のＭＴＰ－３への考えられる影響を提示し、プロ

トコル仕様は含まない。 

▼ 

［１］ＭＴＰ－３と信号メッセージのフレームフォーマット 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（２／２）に、ＭＴＰ－３および信号メッセージのフレームフォーマット

を示す。ＳＡＡＬ上の信号メッセージはすべて、ＳＩＯ（サービス情報オクテット）とともにルーチングラ

ベルを含む。ＮＴＴ－Ｑ７０３およびＮＴＴ－Ｑ７０４で定義したのと同じＳＩＯフォーマットおよびルー

チングラベルがこの場合にも適用される。更に、ＳＡＡＬ使用時、ＭＴＰ－３と信号用メッセージの合計最

大メッセージ長は、ＳＡＡＬの最大長まで許される。 

 また、ＮＴＴ－Ｑ７０４に規定された優先度情報を転送するため、付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（２

／２）に示すようにＰＲＩビット（２ビット）を含むフォーマットを使用する。なお、ＰＲＩビット（２ビ

ット）のコーディング方法については、ＮＴＴ－Ｑ７０４の節１４．２（Ａ）を参照すること。 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０  【規定しない】 
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▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）ルーチングラベルの詳細は、ＮＴＴ－Ｑ７０４を参照のこと 

 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＡＡＬ上でのＢ－ＩＳＵＰとＭＴＰ－３のフレームフォーマット（２／２） 

優先度情報を転送する場合 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

ATM ヘッダ 
48 オクテット

… ATM セル 

送出方向 
PAD 

CPCS 5-PDU 

PCI Protocol Control Information プロトコル制御情報
PRI Priority Identifier 優先度表示 
SIO Service Information Octet サービス情報オクテット 
DPC Destination Point Code 着信号局コード 
OPC Originating Point Code 発信号局コード 
SLS Signaling Link Selection 信号リンク選択番号 

CPCS 5-SDU

SSCOP-SDU

SSCOP トレイラ 
ルーチングラベル

AAL タイプ５ 
CPCS-PDU トレイラ

信号メッセージ 

未
使

用
 

PR
I DPC OPC SIO 

PCI 
SLS

未使用 PRI 
bit(6) (2) 
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［２］オクテット送出順序 

 ＡＡＬユーザから受信したＡＡＬ－ＳＤＵは、ｎオクテットの情報から構成され、この場合ｎは、４より

大きい（付図１－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０参照）。 

 

付図１－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 これらのオクテットは、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間のインタフェース上、オクテット１から始まりオクテッ

トｎで終わる昇順で送出される。 

 

 ＳＳＣＦがＰＤＵ生成時、以下のコーディング規則が使用されなければならない。 

 

 －ＰＤＵフィールドが１オクテット内に含まれる場合、フィールド内の最小ビットが最下位ビットを表す。 

 －ＰＤＵフィールドが１オクテットより大きい場合、各オクテット内でのビット重み付け順序は、オクテ

ット番号の増加にともなって増加し、フィールド内の最小ビット番号が最下位ビットを表す。 

 

付図１－３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０は、上記のコーディング規則を例示するためのものである。この図は、

ＳＡＡＬ－ＰＤＵの一部であるＮＴＴ－Ｑ７０４のルーチングラベルの一例を示す。 

▼ 

8 7 6 5 4 3 2 1 
Bit 

Octet 

 DPC.1（着信号局コード） 
ＬＳＢ

 1 

ＭＳＢ
 DPC.2（着信号局コード）  2 

 OPC.1（発信号局コード） 
ＬＳＢ

 3 

ＭＳＢ
 OPC.2（発信号局コード）  4 

 未使用  
ＭＳＢ

  SLS 
ＬＳＢ

 5 

ＭＳＢ
 未使用  6 

（注）ＳＬＳフィールドのコーディング方法については、節１５．２／ＮＴＴ－Ｑ７０４を参照 

 

付図１－３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

コーディング方法の例 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

［３］切替メッセージ中のＦＳＮサイズ 

 ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵシーケンス番号を伝達するのに、ＦＳＮサイズはＳＳＣＯＰシーケンス番号と同様の

長さが必要となる。デフォルト値は、例えば３オクテットの様に、ＳＳＣＯＰシーケンス番号の最大値と同

じにすべきである。 

 

［４］ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

［５］ 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 
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付録２：コネクション設定時におけるタイムフロー図例  【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

 

付録３ ＮＮＩにおけるＳＳＣＦに関するＳＤＬ図 （ＮＴＴ－Ｑ２１４０に対する） 

 

 本付録の目的は、ＳＳＣＦ手順に関するＳＤＬ表示の一例を示す事により、本仕様を理解しやすくするた

めのものである。本ＳＤＬ表示により、並列的で高速な状況における固有の機能の実装を抑制するものでは

ない。もし、本ＳＤＬ図と本文の第１２章に示す状態遷移表（表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０）との間で相異点

があった場合、表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０が優先される。 

▼ 
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ＳＳＣＦ－ＮＮＩのシステム図 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

S1(1)System sscf_nni 

レイヤ３へ 
 
 
レイヤ３から 

レイヤマネージメントへ 
 
 
レイヤマネージメントから 

ＳＳＣＯＰ（ＮＴＴ－Ｑ２１１０）へ  
 
 
ＳＳＣＯＰ（ＮＴＴ－Ｑ２１１０）から  

AAL－開始－要求
AAL－停止－要求  
AAL－送信メッセージ－要求
AAL－緊急－要求  
AAL－緊急解除－要求  
AAL－回収要求 _FSNC－要求
AAL－ BSNT 回収－要求  
 
 

MAAL－報告－表示  
MAAL－検証－表示  
MAAL－検証停止－表示  

SSCF_NNI

MAAL－解放－要求  
MAAL－検証失敗－応答  
 
 
MAAL－強制検証－要求  
MAAL－強制緊急－要求  
MAAL－強制モード解除－要求  

AA－設定－要求
AA－設定－応答  
AA－解放－要求  
AA－回復－応答  
AA－データ－要求
AA－回収－要求  

AAL－インサービス－表示  
AAL－アウトオブサービス－表示
AAL－受信メッセージ－表示  
AAL－リンク輻輳－表示  
AAL－リンク輻輳解除－表示  
AAL－回収完了－表示  
AAL－回収メッセージ－表示  
AAL－ BSNT－確認  
AAL－ BSNT 回収不可能－確認  

AA－設定－表示  
AA－設定－確認  
AA－解放－表示  
AA－解放－確認  
AA－再同期－表示  
AA－回復－表示  
AA－データ－表示  
AA－回収－表示  
AA－回収完了－表示  
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付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１／２０） 

（注１）Ｎ１の手続きは、表７／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。
 
（注２）ＳＳＣＯＰ－ＵＵ領域の生成規則は、表８／ＮＴＴ－Ｑ２１４０に示す。  
 
【ＪＴ－Ｑ２１４０では▽△を規定している】  
▽ 
（注３）“ｌｅｖｅｌ”は、標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］で記述されている国内オプションの一部として使

われる。 
 
（注４）ローカル輻輳およびローカル輻輳終了のイベント発生は、実装に依存する。何も規定されないか

ぎり、これらのイベントに対する動作は実装に依存するものである。いずれによ、ローカル輻輳
が解除されないうちは、状態 2/10/3 にはならない事が条件となる。 

△ 
 
（注５）ＢＳＮＴは、ＳＳＣＯＰから一番最後に受信されたＡＡ－データ－表示のシーケンス番号ＳＮで

ある。 

1/1/1
非運用/アイドル

UPS := NM
MPS := N 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８２ 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（２／２０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（３／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（４／２０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

1/1/1
非運用/アイドル

1/1/1
非運用/アイドル

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-緊急解除
-要求 

UPS := EM 

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-緊急-要求

UPS := NM 

MAAL-解放 
-要求 

ローカル輻輳
解除 ローカル輻輳 



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８３ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（５／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（６／２０ ～ １５／２０）  【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 

ローカル輻輳
解除 

MAAL-解放 
-要求 

ローカル輻輳

AAL-緊急解除
-要求 

UPS := EM 

AAL-緊急-要求

UPS := NM 

1/4/1
非運用/出側 
切断起動中

1/4/1
非運用/出側 
切断起動中

1/4/1
非運用/出側 
切断起動中

1/4/1
非運用/出側 
切断起動中



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８４ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１６／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０（１７／２０） 【ＪＴ－Ｑ２１４０に準拠する】 

 
AA-再同期-表示 

MAAL-報告-表示 
(LR,-,PE) 

 
AA-回復-表示 ローカル輻輳

 
AA-回復-応答 

 
AA-解放-要求 

(SSCOP-UU:=PE) 
AAL-リンク
輻輳解除-表示

MAAL-報告-表示 
(-,-,SREC) 

MAAL-報告-表示 
(-,-,CD) 

2/4/2 
初期設定/出側 
切断起動中 

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

ローカル輻輳
解除 

2/10/4 
初期設定完了/ 
データ転送可能 

AAL-リンク
輻輳-表示 

(level)

MAAL-報告-表示
(-,-,CC) 

2/10/4 
初期設定完了/
データ転送可能

 
UPS := EM 

 
AAL-緊急-要求

AAL-緊急解除
-要求 

UPS := NM 

2/10/4 
初期設定完了/
データ転送可能



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８５ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１８／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

AA-解放-要求 
(SSCOP-UU:=OOS) 

 
UPS := NM 

AA-データ-表示
(MU,SN) 

1/4/1 
非運用/出側 
切断起動中 

3/10/5
運用中/データ

転送可能

 
AAL-停止-要求 AA-解放-表示

(Source) 

FALSE 

FALSE 

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

 
MU > 4 octet 

MAAL-報告-表示 
(-,-PDUT) 

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE) 

MAAL-報告-表示
(RR,OOS, 

SSCOP-UU) 

MAAL-報告-表示 
(LR,OOS,-) 

MAAL-報告-表示 
(LR,OOS,PE) 

Source = User 

MU = 4 octet  
AND PDU type =

INS or NM

AAL-アウトオブ
サービス-表示 

AAL-送信 
メッセージ-要求 

(MU) 

AA-データ-要求 
(MU) 

MAAL-報告-表示 
(SR,OOS,-) 

3/10/5 
運用中/データ 

転送可能 

UPS := NM 

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-アウトオブ
サービス-表示 

AA-受信
メッセージ-表示

(MU) 

3/10/5 
運用中/データ

転送可能



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８６ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１９／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 
AA-再同期-表示 MAAL-解放

-要求 

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,PE) 

AA-回復-表示

ローカル輻輳

AA-解放-要求 
(SSCOP-UU := PE)

AA-回復-応答

MAAL-報告-表示 
(-,-,SREC) 

1/4/1 
非運用/出側 
切断起動中 

 
UPS := NM 

3/10/5
運用中/データ

転送可能

AAL-アウトオブ
サービス-表示 

AAL-アウトオブ
サービス-表示 

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := MI)

3/10/5
運用中/データ

転送可能

ローカル輻輳
解除 

MAAL-報告-表示 
(-,-,CD) 

AAL-リンク
輻輳-表示 

(level)

3/10/5
運用中/データ

転送可能

MAAL-報告-表示
(-,-,CC) 

AAL-リンク
輻輳解除-表示



ＮＴＴ－Ｑ２１４０  技別３．１－８７ 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４０ 

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（２０／２０） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２１４０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

 

MPS := EM 
 

MPS := NM 

MAAL-強制検証 
-要求 

全ての状態 

MAAL-強制緊急
-要求 

MAAL-強制
モード解除-要求

MPS := N 

もとの状態 



ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－８８ 

ＮＴＴ－Ｑ２１４４ Ｂ－ＩＳＤＮシグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ－ＮＮＩ 

でのＳＡＡＬのためのレイヤマネジメント 

 

要  約  【ＪＴ －Ｑ２１４４に準拠する】  

 

 

１．規定範囲 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

 

２．参 照 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

 

３．ＮＴＴ－Ｑ２１４４で使われている略語と用語  【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

 

４．レイヤマネジメント相互動作モデル 

 レイヤマネジメントと他のプロトコル及びマネジメントエンティティとの関係を図４－１／ＮＴＴ－Ｑ

２１４４に示す。本図において、レイヤマネジメントはレイヤマネジメントと直接相互動作を行うエンテ

ィティと線で結ぶ。これらのインタフェースの詳細は、第５章、第６章および第７章で述べる。 

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ 

レイヤマネジメントと他のエンティティとの関係 

  ▲ 

【ＮＴＴ－Ｑ２１４４では▼▲の規定が異なる】 

 

５．レイヤマネジメントとＮＮＩにおけるＳＡＡＬ間のインタフェース 

 

 本章では、ＮＮＩにおけるＳＡＡＬレイヤマネジメントエンティティとＳＳＣＦ－ＮＮＩ、ＳＳＣＯＰ

間の信号を定義する。５．１節では、ＳＳＣＯＰとのインタフェースを定義する。５．２節では、ＳＳＣ

Ｆ．ＮＮＩとのインタフェースを定義する。ＡＡＬタイプ５共通部のレイヤマネジメントとのインタフェ

ースについての詳細は、ＮＴＴ－Ｉ３６３．５に記述されている。 

ＭＴＰ-３ｂ

システム 

マネジメント 

レイヤ 

マネジメント

ＳＳＣＦ．ＮＮＩ 

ＳＳＣＯＰ 

ＡＡＬタイプ５共通部 



ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－８９ 

 （注）ＮＴＴ－Ｉ３６３．５で定義されたレイヤマネジメントとＡＡＬタイプ５共通部と 

    の間には現在のところ相互動作はない。 

 

5.1 レイヤマネジメントとＳＳＣＯＰ間のインタフェース 

 レイヤマネジメントとＳＳＣＯＰとの間では、表５－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４に示された信号が定義さ

れている。 

▼ 

表５－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ 

レイヤマネジメント－ＳＳＣＯＰ間の信号およびパラメータ 

種別 
信号名 

要求 表示 応答 確認 

ＭＡＡ－エラー 未定義 コード， 

カウント 

未定義 未定義 

▲ 

【ＮＴＴ－Ｑ２１４４では▼▲の規定が異なる】 

 これらの信号は、ＮＴＴ－Ｑ２１１０に定義されている。ここでは、参考として以下に示す。 

   「ＭＡＡ－エラー」信号は、ＳＳＣＯＰが各種エラーイベントの発生をレイヤマネジメントに報告する

ために使用される。 

【ＪＴ－Ｑ２１４４では▽△を規定している】 

   「ＭＡＡ－ユニットデータ」信号は、同位のレイヤマネジメントエンティティ間での非確認型情報転送

のために使用される。 

 （注）現状では、ＮＮＩにおけるＳＡＡＬレイヤマネジメントのための「ＭＡＡ－ユニット 

        データ」信号を使用する手順は、定義されていない。△ 

 

   これらの信号に含まれるパラメータを以下に定義する。 

 

【ＪＴ－Ｑ２１４４では▽△を規定している】 

   メッセージユニット（ＭＵ）パラメータは、「ＭＡＡ－ユニットデータ－要求」信号で、レイヤマネジ

メントからＳＳＣＯＰに転送されるサービスデータユニットや、「ＭＡＡ－ユニットデータ－表示」信

号で、ＳＳＣＯＰからレイヤマネジメントに転送されるサービスデータユットを含む。△ 

 コードパラメータは、発生したエラーの種別を示す。報告されるエラーとそれに対応するコード値の表

は、ＮＴＴ－Ｑ２１１０［２］に示されており、本仕様の付録１にも参考として示している。 

 カウントパラメータは、ＳＤ ＰＤＵの再送数を示す。 

 

5.2 レイヤマネジメントとＳＳＣＦ－ＮＮＩ間のインタフェース  

 

 表５－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４４に含まれるレイヤマネジメントとＳＳＣＦ－ＮＮＩ間の信号は、ＮＴＴ

－Ｑ２１４０で規定されている。これらの定義を、参考のため以下に示す。  

 

 

表５－２／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】  

 

 

 これらの信号は以下のように定義される。 

▽ 

▽ 



ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－９０ 

 

 「ＭＡＡＬ－検証－表示」信号は、ＳＳＣＦがレイヤマネジメント内で、コネクション検証のためのエ

ラー監視を開始するために使用される。 

 「ＭＡＡＬ－強制検証－要求」信号は、ＳＳＣＦに強制的に検証を行なわせるために使用される。  

 「ＭＡＡＬ－強制緊急－要求」信号は、ＳＳＣＦに検証を行わないようにさせるために使用される。  

 「ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求」信号は、レイヤマネジメントが使われている検証モードに関与し

ないことを、ＳＳＣＦに通知するために使用される。 

 「ＭＡＡＬ－解放－要求」信号は、ＳＳＣＦにコネクションを解放させるために使用される。  

 「ＭＡＡＬ－検証停止－表示」信号は、検証手順が終了したことを示すために使用される。  

 「ＭＡＡＬ－検証失敗－応答」信号は、検証が失敗したことをＳＳＣＦに通知するために使用される。  

 「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号は、レイヤマネジメントにＳＳＣＦが検出したイベントを通知するため

に使用される。 

  

 「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号の一般的構造を以下に示す。  

 

  ＭＡＡＬ－報告－表示（“下位境界条件”，“上位境界条件”，“例外的状況下での理由”）  

 “下位境界条件”パラメータは、報告されたイベントがＳＳＣＯＰコネクションの解放を含む場合、Ｓ

ＳＣＯＰコネクションが解放されたのは、リモートもしくはローカルＳＳＣＦによってであるか、ＳＳＣ

ＯＰ自身によってであるかを示す。このパラメータは、ＲＲ，ＬＲ，ＳＲ，－などの値をとる。  

 

 ”上位境界条件”パラメータは、報告されたイベントがＳＳＣＦの上位境界におけるインタフェース状

態の遷移を含む場合、遷移先の状態を報告する。このパラメータは、ＯＯＳ，ＩＮＳ，ＡＬＮ，－などの

値をとる。 

 【ＪＴ－Ｑ２１４４では▽△を規定している】  

 “例外的状況下での理由”パラメータは、下位境界条件や上位境界条件のパラメータによって報告され

た遷移の理由、もしくは、境界条件パラメータが空きである場合に報告されるイベントの種別を示す。こ

のパラメータは、ＡＮＳ，ＳＲＥＣ，ＳＳＣＯＰ－ＵＵ，ＰＥ，ＣＤ，ＣＣ，ＰＤＵＴ，▽  ＵＤＲ，△－

などの値をとる。 

 

キーワード： 

ＡＬＮ          初期設定 

ＡＮＳ          初期設定失敗 

ＣＣ           輻輳解除 

ＣＤ           輻輳検出 

ＩＮＳ          運用中 

ＬＲ           ローカル解放 

ＯＯＳ          非運用中 

ＰＤＵＴ         送信ＰＤＵ 

ＰＥ           ロトコルエラー 

ＲＲ           リモート解放 

ＳＲ           ＳＳＣＯＰ解放 

ＳＲＥＣ         ＳＳＣＯＰ回復 

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ   ＳＳＣＯＰユーザ間情報 



ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－９１ 

 【ＪＴ－Ｑ２１４４では▽△を規定している】  

▽ＵＤＲ          ユニットデータ受信△ 

－            空き 

 

 「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号とその他のＭＡＡＬ信号のパラメータ値は、ＳＳＣＦの状態をレイヤマ

ネジメントに提供する（使用可能な通知の適用については表６／ＮＴＴ－Ｑ２１４０参照）。  

 

 状態遷移図（図５－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４）において、  

【ＪＴ－Ｑ２１４４では▽△を規定している】  

▽ (a) 「ＭＡＡＬ－報告－表示（－，－，ＵＤＲ）」信号は、どの状態においてもありうる。ここでは示  

       されていない。△ 

 (b) 状態遷移（ある状態から同じ状態への遷移、またはある状態から他の状態への遷移）要因として示 

       されていない信号はその状態においては許容されない。 

 (c) ＬＭとＳＳＣＦ間でやりとりされる信号は、衝突が発生しないように調整されるものとする。 

 

 
 
 

 

６．ＮＮＩにおけるＳＡＡＬ管理のためのレイヤマネジメント状態遷移表 

 

 本章は、ＡＡＬコネクション終端点で提供されるＳＡＡＬサービスをサポートするＮＮＩにおけるＳＡ

ＡＬ管理のためのレイヤマネジメントの状態遷移表（表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４）を含む。状態遷移

表では、５．１節および５．２節で定義されるＭＡＡ信号およびＭＡＡＬ信号のシーケンスを用いる。 

 

  表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４のイベントは、レイヤマネジメントとＳＳＣＦまたはＳＳＣＯＰとの境

界における信号、レイヤマネジメント内部イベント、およびローカルマネジメント検証状態などのマネジ

メント状態情報である。表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４において、ある状態に対応しているが不正と示さ

れているいくつかのイベントは、ここでは発生しないと仮定されているレイヤマネジメントとＳＳＣＦも

しくはＳＳＣＯＰの境界での衝突の結果である。 

 

  レイヤマネジメントの状態はＳＳＣＦの状態を認識することによって決定される。以下の状態を定義す

る。 

 (1)非運用中：  【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 (2)初期設定：  【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

(3)検証：    【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 (4)初期設定完了：【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 (5)運用中：   【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

  レイヤマネジメントは「ＭＡＡ－エラー－表示（Ｖ，カウント）」信号にもとづいて検証中におけるＳ

ＳＣＯＰによるＳＤ ＰＤＵの再送を計数する内部状態変数、ＳＳＣＯＰ再送回数（ＮＲＰ）を持つ。レ

イヤマネジメントパラメータのＭａｘ＿ＮＲＰは、上記再送の最大許容数を決定する。 

 

図５－ １／ＮＴＴ－ Ｑ２１４４ 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】  
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  レイヤマネジメントはＰＤＵの送信が可能な場合、クレジットの使用不可状態を監視する内部タイマ Ｔ

ｉｍｅｒ＿ＮＯ＿ＣＲＥＤＩＴ（ＮＣ）を持つ。本タイマの値はレイヤマネジメントパラメータの一つで

ある。本タイマの満了時、レイヤマネジメントは、信号コネクションの解放を行なう「ＭＡＡＬ－解放－

要求」信号を生成する。 

 

 レイヤマネジメントは、ＳＳＣＦからのＳＳＣＯＰ回復の報告が受信された場合に設定される内部タイ

マ Ｔｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ＿ＳＲＥＣを持つ。回復の報告が受信された時にすでにこのタイマが動作中

であった場合には、レイヤマネジメントは信号コネクションの解放を行なう「ＭＡＡＬ－解放－要求」信

号を生成する。 

 

 いくつかのイベントは、エラーロギングを行なう。これらのエラー報告の蓄積と閾値との比較について

は本仕様の範囲外である。 

 

表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４の凡例 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ （１／３） 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 
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▼ 

表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ （２／３） 

ＮＮＩにおけるレイヤマネジメントの状態遷移表 
 

          状態  
 

非運用中 
1 

初期設定 
2 

検証 
3 

初期設定完了 
4 

運用中 
5 

MAAL-報告-表示  
(-,-,CD) 

不正 － － 4 5 

MAAL-報告-表示   
(-,-,CC) 

不正 2 － 4 5 

MAAL-報告-表示  
(-,-,PDUT) 

不正 － － － 5 

MAA-エラー-表示 
(A - M) 

エラーロギング 
1 

エラーロギング
2 

MAAL-検証失敗-応答 
2 

エラーロギング 
4 

エラーロギング
5 

MAA-エラー-表示  
(O) 

エラーロギング 
1 

エラーロギング
2 

－ － － 

MAA-エラー-表示 
(P) 

不正 不正 エラーロギング 
3 

エラーロギング 
4 

エラーロギング
5 

MAA-エラー-表示  
(Q - T) 

不正 不正 エラーロギング 
3 

エラーロギング 
4 

エラーロギング
5 

MAA-エラー-表示  
(U) 

エラーロギング 
1 

エラーロギング
2 

MAAL-検証失敗-応答 
2 

エラーロギング 
4 

エラーロギング
5 

MAA-エラー-表示  
(V,カウント) 

不正 不正 NRP:=NRP+カウント 
NRP>Max_NRP ならば 
   MAAL-検証失敗-応答 
   2 
それ以外の場合 
   3 

エラーロギング 
4 

エラーロギング
5 

MAA-エラー-表示 
(W) 

不正 不正 MAAL-検証失敗-応答 
2 

Timer_NO_CREDIT
起動 

Timer_NO_CREDIT
起動 

MAA-エラー-表示 
(X) 

不正 不正 － Timer_NO_CREDIT
停止 

Timer_NO_CREDIT
停止 

▲ 

【ＮＴＴ－Ｑ２１４４では▼▲の規定が異なる】  

 

表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ （３／３）【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

 

７．システムマネジメントへのインタフェース 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

 

８．同位レイヤマネジメント間通信 【規定しない】 

   

 

９． レイヤマネジメント手順 

 

9.1 エラー処理 

 ＳＳＣＯＰがレイヤマネジメントへ報告する各種プロトコルエラーを付録１に示す。 

これらのエラー通知受信によってとられる動作の内、表６－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４に規定されないもの

は、網特有でありえる。 

 

9.1.1 運用中リンクのエラー監視 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

イベント 
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9.1.2 長時間に渡るクレジットのなし状態の検出 

 ＳＳＣＯＰは、同位レイヤに送りたいメッセージがあるのにクレジットを与えられていない場合、レイ

ヤマネジメントに（「ＭＡＡ－エラー－表示」信号を使用して）通知する。ＳＳＣＯＰは、再び一つでも

クレジットを与えられたときも、レイヤマネジメントに「ＭＡＡ－エラー－表示」信 号を使って通知する。

レイヤマネジメントは、クレジットが無い時間がしきい値を越えたら、「ＭＡＡＬ－解放－要求」を送信

する。 

注）同様の機能が、ＮＴＴ－Ｑ７０３の９章に記述されているタイマＴ６によってＭＴＰ－２の中で実行

される。 

 

9.1.3 連続したＳＳＣＯＰ回復の検出 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

9.2 測定 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 

9.3 信号リンク検証のマネジメント 【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 

 



ＮＴＴ－Ｑ２１４４  技別３．１－９５ 

付属資料Ａ  システムリソース （ＮＴＴ－Ｑ２１４４に対する） 

 

 ６章で記述されたレイヤマネジメント状態（非運用中、初期設定、検証、初期設定完了、運用中）と、

９．２節で記述された測定項目に加えて、以下のようなシステムリソース、すなわちタイマおよびパラメ

ータは、レイヤマネジメントとシステムマネジメント間のインタフェースによって管理される。 

▼ 

  付表Ａ－１／ＮＴＴ－Ｑ２１４４ 
 

リンク速度とデフォルト値 (Mbit/s)  
パラメータまたはタイマ 

０.３８４ ０.７６８ １.５３６ 

ＳＳＣＯＰパラメータとタイマ （注１） 

ｋ １０２４ （オクテット） （注２） 

ｊ ４ （オクテット） 

ＭａｘＣＣ ４ （個） 

ＭａｘＰＤ ５７ ５１ ４６ （個） 

Ｔｉｍｅｒ_ＣＣ ２００ ｍｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ １００ ｍｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ １ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＰＯＬＬ ３２ ｍｓ 

Ｔｉｍｅｒ_ＩＤＬＥ １００ ｍｓ 

Ｍａｘ ＳＴＡＴ ６７ 

デフォルトウインドウズサイズ ６９ １２８ 

ＳＳＣＦパラメータとタイマ （注３） 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ１ ５ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ２ ３０ ｓ 

Ｔｉｍｅｒ_Ｔ３ １０ ｍｓ 

ｎ１ １０００ （個） 

レイヤマネジメントパラメータとタイマ 

Ｍａｘ_ＮＲＰ ０ （個） 

Ｔｉｍｅｒ_ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥＣ １ hour 

Ｔｉｍｅｒ_ＮＯ－ＣＲＥＤＩＴ １ s 

（注１）ＮＴＴ－Ｑ２１１０の７．６節及び７．７節に定義されているが、便宜上再掲した。 

（注２）ＮＴＴ－Ｑ７０３のサービスを提供する信号リンクと相互接続する場合は２７４バイト以下

（ＳＩＦ＋ＳＩＯ＋ＰＲＩ） 

（注３）ＮＴＴ－Ｑ２１４０に定義されているが、便宜上再掲した。 

（注４）本仕様では６４ｋｂ／ｓに比べて高速なリンクを使用するため、付表Ａ－１/ＮＴＴ－Ｑ２１

４０以外の値を設定する場合、信号リンクの性能および品質が低下する場合がある。  

 さらに、ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの内部フラグＭＰＳ（マネジメント検証状態）は、システムリソー

スである。本フラグの使用法、設定値や初期値はＮＴＴ－Ｑ２１４０の１２章において記述されている。 

▲ 

【ＮＴＴ－Ｑ２１４４では▼▲の規定が異なる】 

 

付録１  マネジメントエラー表示  【ＪＴ－Ｑ２１４４に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ２２１０ ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを使用するメッセージ転送部レベル３機能と 

          メッセージ 

 

１．本標準の範囲 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

２．参 照 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

３．略 語 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

４．定 義 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

５．概 要 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

６．ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを使用するＭＴＰレベル３の境 界   【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

７．ＮＴＴ－Ｑ７０３のサービスを提供する信号リンクとＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを

提供するリンク間の相互接続 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

８．ＭＴＰ－３ｂの適合性    【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

 

９．信号網の機能及びメッセージ 

 

本章はＮＴＴ－Ｑ７０４の修正を規定する。 

 

9.1 最大ＳＤＵ長 

 

ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを提供 する信号リンクでは、ＭＴＰレベル３がサポートするユーザデータの最大長

は▼１０１７オクテット▲である。 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

注釈：ＮＴＴ－Ｑ７０３のサービスを 提供する信号リンクがサポートするＳＩＦ最大長が２７２オクテットである

のに対して、ＮＮＩ上のＳＳＣＦがサポートする（サービス情報オクテットＳＩＯ▼およびプライオリティＰＲＩ

を含む）ＳＤＵの最大長は１０２４オクテット▲である。 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 
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9.2 切り替え手順 

 

５章／ＮＴＴ－Ｑ７０４の要求条件を以下の例外事項及び説明事項と共に適用する。 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▽△を規定している】 

（１）節３．２．２（１）／ＮＴＴ－Ｑ７０４に例示された信号リンク障害表示要因は適用しない。 

   切り替え開始の基準は、ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを提供する信号リンクの状態がインサービスから

アウトオブサービスに遷移すること、または節３．２．２（２）／ＮＴＴ－Ｑ７０４に規定されている管

理あるいは保守システムからの要求（自動あるいは手動）とする。さらに、拡張切替信号▽や緊急切替信

号△を受信した時、使用可信号リンクがレベル３により障害と認識される。 

（２）節５．３．１（２）項／ＮＴＴ－Ｑ７０４は適用しない。 

（３）節１５．４／ＮＴＴ－Ｑ７０４ に従う切り替えメッセージのフォーマットの代わりに拡張切替信号を含むメ

ッセージが用いられる（節９．８．１を参照）。 

 

9.5 サービス表示  【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

9.6 コーディング規定  【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

9.7 ユーザ部の同位間情報を転送するメッセージフォーマット 

 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▽△を規定している】 

▽図９－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０（１ ／２）にユーザ部の同位間情報を転送するメッセージの一般フォーマットと

コーディング規定を示す。 

また、オプションとして△ＮＴＴ－Ｑ ７０４に規定された優先度表示を転送する場合、図９－１／ＮＴＴ－Ｑ２２

１０（２／２）に示すようにＰＲＩビット（２ビット）を含むフォーマットを使用する。 

なお、ＰＲＩビット（２ビット）のコーディング方法については、ＮＴＴ－Ｑ７０４の節１４．４を参照すること。 

 

図９－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０（１／２） 【規定しない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼ 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
ビット 

オクテット 

MSB  ＰＲＩ  LSB           未使用            １ 

 MSB サブ・サービスフィールド  LSB
MSB   サービス表示   LSB      ２ 

              ＤＰＣ                        LSB      ３ 

MSB             ＤＰＣ      ４ 

              ＯＰＣ                   LSB      ５ 

MSB             ＯＰＣ      ６ 

      未使用 MSB       ＳＬＳ            LSB      ７ 

             ユーザデータ ８ 

              ユーザデータ  

              ユーザデータ      ｎ 

 

図９－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

ユーザ部の同位間情報を転送するメッセージの一般フォーマットとコーディング規定（２／２） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる。】 

 

9.8 信号網管理メッセージのフォーマットとコード 

 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▽△を規定している】 

▽図９－２／ＮＴＴ－Ｑ２２１０（１ ／２）に信号網管理メッセージの一般フォーマットとコーディング規定を示

す。 

 また、オプションとして△ＮＴＴ－ Ｑ７０４に規定された優先度表示を転送する場合、図９－２／ＮＴＴ－Ｑ２

２１０（２／２）に示すようにＰＲＩビット（２ビット）を含むフォーマットを使用する。 

なお、ＰＲＩビット（２ビット）のコーディング方法については、技術的条件集別表３「ＭＴＰ仕様」ＮＴＴ－Ｑ

７０４の節１４．４を参照すること。 

 

図９－２／ＮＴＴ－Ｑ２２１０（１／２） 【規定しない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
 ビット 

   オクテット 

MSB  ＰＲＩ  LSB 未使用 １ 

MSB サブ・サービスフィールド LSB MSB  サービス表示      LSB      ２ 

                ＤＰＣ                      LSB      ３ 

MSB            ＤＰＣ      ４ 

                ＯＰＣ                  LSB      ５ 

MSB             ＯＰＣ      ６ 

      未使用 MSB       ＳＬＳ（注２）      LSB      ７ 

              未使用      ８ 

 MSB             LSB 

   ヘッディング・コードＨ１ 

MSB             LSB 

  ヘッディング・コードＨ０ 
     ９ 

                        LSB （注）  １０ 

ユーザデータ （注） 

 MSB （注）   ｍ 

（注）１０からｍオクテットは信号網管理メッセージの種類により、含まれなかったり、１オクテット 

       またはそれ以上のオクテットからなる。 

   （注２）ＳＬＳ中の事前に決定された３ビットもしくは４ビットが信号リンクコード（ＳＬＣ）として 

使用される。具体的なコーディング方法については、節１５．２／ＮＴＴ－Ｑ７０４を参照。 

図９－２／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

信号網管理メッセージの一般フォーマットとコーディング規定（２／２） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

9.8.1 切替メッセージ 

切替メッセージについてヘッディング・コードＨ０はＮＴＴ－Ｑ７０４の割当と同じである。 

ヘッディング・コードＨ１は次の信号コードを新たに割り当てる。 

   

  ビット  Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ 

       ０  ０  １  １  拡張切替信号（ＸＣＯ） 

       ０  １  ０  ０  拡張切替確認信号（ＸＣＡ） 

 

（注）ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを提供する信号リンクは２４ビットのシーケンス番号を使用する。従って、

このような信号リンクに適用する通常の切替え処理に使用される場合、切替メッセージのフォーマットを拡

張する必要がある。 

拡張切替信号を含む切替メッセージのフォーマットを図９－３／ＮＴＴ－Ｑ２２１０に示す。 

 

 

▼ 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１００ 

 ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ ビット 

  オクテット 

   ＰＲＩ          未使用      １ 

 サブ・サービスフィールド     サービス表示      ２ 

              ＤＰＣ      ３ 

              ＤＰＣ      ４ 

              ＯＰＣ      ５ 

              ＯＰＣ      ６ 

      未使用         ＳＬＳ（注）      ７ 

              未使用      ８ 

Ｄ       Ｃ       Ｂ       Ａ 

  ヘッディング・コードＨ１ 

   ０      ０       ０       １ 

ヘッディング・コードＨ０ 
     ９ 

        最後に受信したメッセージのＦＳＮ     １０ 

        最後に受信したメッセージのＦＳＮ      １１ 

        最後に受信したメッセージのＦＳＮ     １２ 

 

   （注）ＳＬＳ中の事前に決定された３ビットもしくは４ビットが信号リンクコード（ＳＬＣ）として使用 

 される。具体的なコーディング方法については、節１５．２／ＮＴＴ－Ｑ７０４を参照。 

 

図９－３／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

拡張切替信号を含む切替メッセージのフォーマット 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

9.9 タイマとその値 

 

将来、節１６．８／ＮＴＴ－Ｑ７０４に記述されているタイマ値は変更される可能性がある。 

 

 

１０．試験と保守 

 

本節はＮＴＴ－Ｑ７０７の変更を示す。 

 

本仕様の節９．６のコーディング規定は信号ルーチング試験メッセージと信号ルーチング試験確認メッセージ▼ 

および空き信号局番号メッセージ▲にも適用する。 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲を規定していない】 

メッセージフォーマットに関しては図９－２／ＮＴＴ－Ｑ２２１０参照。 

付録１  ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用いるＭＴＰ－３のアーキテクチャ及び境界について   

    （ＮＴＴ－Ｑ２２１０に対する） 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０１ 

 

1.1 はじめに 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.2 ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用いるＭＴＰ－３の機能構成 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０に、ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用いるＭＴＰ－３の機能構成を示す。 

この機能構成では、様々な機能ブロックが、１信号リンク、１信号リンクセット、或はＭＴＰ－３全体との関係で

果たすべき機能により存在する。また、付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０は、ＮＴＴ－Ｑ２１４０のサービスを用

いるＭＴＰ－３の個々の機能ブロック とＭＴＰ－３が、上位レイヤ、下位レイヤ及び管理システムの境界で相互作

用するプリミティブとの関係を示している。下位境界では、信号リンクとＡＡＬ－コネクション間でアソシエーシ

ョンが確立される。上位境界では、ＯＰＣ／ＤＰＣによってＭＴＰ内で識別された信号リレーションが定義され、

それらの内で、サービス識別子（ＳＩ）として知られるユーザ部識別子（ＵＰＩＤ）によって決まる１つ以上のユ

ーザ部（タイプ）が存在する。 

信号メッセージ処理機能は、２章／ＮＴＴ－Ｑ７０４に示されている。 

信号トラヒック管理機能は、４章／ＮＴＴ－Ｑ７０４に示されている。 

信号リンク管理機能は、節１２．１／ＮＴＴ－Ｑ７０４に示されている。 

信号ルート管理機能は、節１３．１／ＮＴＴ－Ｑ７０４に示されている。 

 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０には、ＡＡＬのプリミティブの一例が、機能ブロックに関係付けられている。 

 

以下のＡＡＬ－プリミティブは、ユーザ部の信号及び信号網管理メッセージを送受信する。 

  ＡＡＬ－送信メッセージ 

  ＡＡＬ－受信メッセージ 

以下のＡＡＬ－プリミティブは、信号リンク管理（Ｓｅｔ Ａ）に関するものである。 

  ＡＡＬ－緊急 

  ＡＡＬ－緊急解除 

  ＡＡＬ－停止 

  ＡＡＬ－開始 

  ＡＡＬ－インサービス 

  ＡＡＬ－アウトオブサービス 

以下のＡＡＬ－プリミティブは、信号トラヒック管理（Ｓｅｔ Ｂ）に関するものである。 

  ＡＡＬ－リンク輻輳 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▽△を規定している】 

  ▽ＡＡＬ－リンク輻輳解除△ 

  ＡＡＬ－ＢＳＮＴ回収 

  ＡＡＬ－回収要求_ＦＳＮＣ 

  ＡＡＬ－回収メッセージ 

  ＡＡＬ－回収完了 

  ＡＡＬ－ＢＳＮＴ 

  ＡＡＬ－ＢＳＮＴ回収不可能 

 

ＭＴＰ－３ｂの機能制御には、一連の 信号網管理メッセージが必要となる。付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０では

その一部が、機能ブロックに関係付けられている。以下の信号網管理メッセージは、信号トラヒック管理（Ｓｅｔ 

Ａ）に関するものである。 

 

▼ 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０２ 

付表１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

信号トラヒック管理に関する信号網管理メッセージ  

 

ＰＤＵ ｸﾞﾙｰﾌﾟＨ０ ﾀｲﾌﾟＨ１ 関連手順 

拡張切替確認 ＣＨＭ ＸＣＡ 切替 

拡張切替 ＣＨＭ ＸＣＯ 切替 

切戻し通知 ＣＨＭ ＣＢＤ 切戻し 

切戻し確認 ＣＨＭ ＣＢＡ 切戻し 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

以下の信号網管理メッセージは、信号ルート管理（Ｓｅｔ Ｂ）に関するものである。 

 

▼ 

付表１－２／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

信号ルート管理に関する信号網管理メッセージ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ２２１０） 

 

ＰＤＵ ｸﾞﾙｰﾌﾟＨ０ ﾀｲﾌﾟＨ１  

禁止着信局への 

信号ルートセット試験 

RSM RST 信号ルートセット試験 

転送許可 TFM TFA 統制迂回 

信号ルートセット試験 

転送統制 FCM TFC 信号ルートセット輻輳 

転送禁止 TFM TFP 強制迂回 

信号ルートセット試験 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

 

付図１－１／ＮＴＴ－Ｑ２２１０  【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.3 レイヤ間通信のための要素 

 

1.3.1 概要   【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.3.2  ＭＴＰ－３ｂ機能を実現しているＭＴＰ－３の下位境界の定義 

1.3.2.1 ＡＡＬプリミティブ   【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.3.2.2 状態遷移図 

ＭＴＰ－３ｂ機能を実現しているＭＴＰ－３から見た下位レイヤの状態遷移図を、 付図１－３／ＮＴＴ－Ｑ２２１０に示

す。ポイント・ポイントＡＡＬコネクションエンドポイントにおける、プリミティブの起こりうる全てのシーケン

スは図３／ＮＴＴ－Ｑ２１４０で定義さ れているが、この状態遷移図はＭＴＰ－３がどのようにＮＴＴ－Ｑ２１４

０サービスを使用しているかを定義する。シーケンスは一つのポイント・ポイントＡＡＬコネクションエンドポイ

ントの状態に関係する。すなわち一つの独立した状態遷移図がＡＡＬコネクション毎に存在する。 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０３ 

 

  ▼ 

                            AAL-BSNT回収-要求 
                                     AAL-回収要求_FSNC-要求 
                                     AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ-表示 
                                     AAL-回収完了-表示 
                                     AAL-BSNT-確認 
    AAL-停止-要求                            AAL-BSNT回収不可能-確認 
   AAL-アウトオブサービス-表示    アウトオブサービス     AAL-緊急-要求 
                             １          AAL-緊急解除-要求 
 
       AAL-停止-要求               AAL-開始-要求 
       AAL-アウトオブサービス-表示           
                     
                        初期設定 
                           ２ 
                                     AAL-緊急-要求 
          AAL-インサービス-表示              AAL-緊急解除-要求 
                                    AAL-リンク輻輳-表示 
 
                        インサービス     
                           ３ 
                                       AAL-送信メッセージ-要求 
                                     AAL-受信メッセージ-表示 
                                     AAL-リンク輻輳-表示 

                                                       

（注）この状態遷移図における「インサービス」状態はＮＮＩ上のＳＳＣＦに関係する。 

 

付図１－３／ＮＴＴ－Ｑ２２１０ 

ＭＴＰ－３ｂ機能を実現しているＭＴＰ－３の下位境界におけるコネクションエンド 

ポイントを通過するＡＡＬプリミティブのシーケンスの状態遷移図 

  ▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２１０では▼▲の規定が異なる】 

 

1.3.2.3 ＮＮＩ上のＳＳＣＦサービス提供者とＭＴＰ－２サービス提供者の動作差分 

ＮＮＩ上のＳＳＣＦサービス提供者とＭＴＰ－２サービス提供者の動作には幾つかの差分がある。 

以下の２つの注に主な差分を示す。 

 （注１）検証中の緊急要求。 

            ＮＴＴ－Ｑ２１４０に従っているプロトコルエンティティでは、検証中に送信されたＰＤＵ数を表わすＮ１が  

“０”に設定されてしまうため、緊急検証は実行しない。 

 （注２）検証中のプロセッサ障害。 

     ＮＮＩ上のＳＳＣＦは「アウトオブサービス」状態になる。 

 

1.3.3 ＭＴＰ－３の上位境界の定義  【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.3.4 ＭＴＰ－３と管理システム間の境界の定義 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 

 

1.4.2 信号トラヒックフロー制御 

１．４．２．１と１．４．２．２は、それぞれ、自局ユーザ部に対するフロー制御表示と、節１１．２．３／ＮＴ

Ｔ－Ｑ７０４に基づいた信号ルートセット輻輳の処置に関する追加記述を行う。 

 

1.4.2.1 自局ユーザ部に対するフロー制御表示 【ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠する】 



ＮＴＴ－Ｑ２２１０  技別３．１－１０４ 

 

1.4.2.2 節１１．２．３／ＮＴＴ－Ｑ７０４に基づいた信号ルートセット輻輳措置 

節１１．２．３／ＮＴＴ－Ｑ７０４の要求条件に以下の記述を追加する。 

 －１１．２．３．１（１）（ｂ）において、適切なプリミティブは、理由「信号網輻輳」及び影響する 

  ＤＰＣをパラメータに持つＭＴＰ－状態表示－表示である。 

 

1.4.3 信号リンク管理 

信号リンク管理に関する追加記述を以下に示す。信号リンク管理は、以下の機能を有する。 

（１） 信号リンクをサポートするプロトコルエンティティ（信号装置、例えば信号端末）の割当て 

（２） 信号リンクとＡＡＬコネクションエンドポイント間の両端におけるアソシエーションの確立、あるいは

解放を行う接続手順。このとき、信号リンクコード（ＳＬＣ）により参照される信号リンクの識別が、

ＡＡＬコネクション自体の識別でないこと、すなわちＶＰＩやＶＣＩのようにレイヤ内で信号リンクを

識別しないことに注意すべきである。 

 （３） リンクセット及び個々のリンクの起動、復旧、停止。プリミティブ手順は、ＡＡＬコネクションの形で

提供されるレイヤリソースの要求、あるいは解放を行う。 

 

信号リンクをサポートするプロトコルエンティティ（信号装置、例えば信号端末）の割当ては、ローカルな問題で

あり、その実装は実現方法に依存する。 

 

基本信号リンク管理のサポートに関して、信号リンクとＡＡＬコネクションエンドポイント間のアソシエーション

は、各信号リンクのエンドにおいてローカルな手順で適切に確立、あるいは解放される。両端で障害のない信号リ

ンクにおいては、起動状態（関連するＡＡＬコネクションがインサービス）と停止状態（関連するＡＡＬコネクシ

ョンがアウトオブサービス）の信号リンク数や、１リンクセット内におけるリンクの初期化優先度は、そのリンク

セットの両端で同一である。節１２．２／ＮＴＴ－Ｑ７０４の要求条件に以下の記述を追加する。 

 －ＡＡＬコネクションを張るために、ＡＡＬ－開始－要求プリミティブが使用される。 

 －ＡＡＬ－インサービス－表示は、初期設定完了したＭＴＰ－３を示す。 

 －ＡＡＬ－インサービス－表示プリミティブの受信時、２章／ＮＴＴ－Ｑ７０７で規定される信号 

  リンク試験が行われる。詳細は本仕様１０章で規定されている。 

 －ＡＡＬコネクションを解放するために、ＡＡＬ－停止－要求プリミティブが使用される。 

 


